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鄧
石
如
（
１
７
４
３
―

１
８
０
５
）
は
、
清
朝
の
乾
隆
中
期
よ
り
嘉
慶
初
期

に
活
躍
し
た
。
篆
刻
家
で
あ
り
、
の
ち
に
書
家
と
し
て
大
成
し
た
。
現
在
ま
で

に
画
作
の
存
在
は
一
点
も
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
印
と
書
の
み
に
精
力
を
傾
注

し
た
と
い
え
る
。
出
身
は
文
士
の
家
系
と
さ
れ
る
が
、
祖
代
に
科
挙
合
格
者
は

な
く
、
鄧
石
如
の
交
流
も
鄧
石
如
本
人
と
直
接
に
関
係
を
持
っ
た
人
物
に
限
ら

れ
る
。
不
撓
不
屈
と
も
い
え
る
強
靭
な
鄧
石
如
の
精
神
性
は
、
そ
の
ま
ま
印
と

書
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
印
は
近
代
篆
刻
の
開
祖
と
し
て
、
ま
た
書
は
金
石
書

法
の
具
現
者
と
し
て
、
と
く
に
印
・
篆
書
・
隷
書
作
品
に
は
最
高
の
評
価
が
与

え
ら
れ
て
い
る
。
の
ち
に
鄧
の
金
石
書
法
を
継
承
し
た
、
呉
煕
載
（
１
７
９
９

―

１
８
７
０
）・
趙
之
謙
（
１
８
２
９
―

１
８
８
４
）・
呉
昌
碩
（
１
８
４
４
―

鄧
石
如
の
篆
刻
に
お
け
る
奏
刀
へ
の
試
論
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１
９
２
７
）
な
ど
に
強
い
影
響
を
与
え
た
。

　

筆
者
（
遠
藤
）
は
こ
れ
ま
で
に
鄧
石
如
研
究
を
行
い
、
十
件
を
発
表
し
た①
。

本
稿
で
は
、
鄧
石
如
の
篆
刻
を
接
写
に
よ
っ
て
印
面
を
拡
大
写
真
に
し
た
新
出

の
資
料
に
よ
っ
て
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
第

一
章
、
篆
刻
に
お
け
る
奏
刀
に
つ
い
て
―
で
は
、
奏
刀
と
は
ど
う
い
う
行
為
で

あ
る
か
を
確
認
す
る
。
第
二
章
、
篆
刻
に
お
け
る
印
面
に
つ
い
て
―
で
は
、
印

面
が
物
語
る
重
要
性
を
確
認
す
る
。
第
三
章
、
鄧
石
如
の
印
譜
に
つ
い
て
―
で

は
、
鄧
石
如
印
譜
の
概
要
を
述
べ
、
定
本
資
料
を
確
認
す
る
。
第
四
章
、
新
出

の
鄧
石
如
の
篆
刻
資
料
に
つ
い
て
―
で
は
、
新
出
資
料
の
掲
載
書
籍
を
列
挙
す

る
。
第
五
章
、
鄧
石
如
篆
刻
作
品
に
お
け
る
印
材
写
真
・
印
面
写
真
資
料
の
整

理
―
で
は
、
新
出
資
料
を
列
挙
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
第
六
章
、

鄧
石
如
の
篆
刻
に
お
け
る
奏
刀
へ
の
試
論
―
で
は
、
掲
出
し
た
印
面
拡
大
写
真

か
ら
、
鄧
石
如
の
奏
刀
法
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
る
。
第
七
章
、
奏
刀
法
か
ら

み
た
、
鄧
石
如
に
お
け
る
篆
刻
芸
術
へ
の
検
証
―
で
は
、
前
章
で
述
べ
た
鄧
石

如
の
篆
刻
に
お
け
る
奏
刀
法
の
特
徴
を
ま
と
め
、
専
家
に
よ
る
鄧
石
如
の
篆
刻

へ
の
理
解
を
と
お
し
て
検
討
す
る
。
第
八
章
、
鄧
石
如
の
篆
刻
に
お
け
る
印
面

拡
大
図
版
と
専
家
の
見
解
の
検
証
―
で
は
、
専
家
の
論
考
と
本
稿
の
研
究
成
果

を
校
合
す
る
。

　

本
研
究
は
、
大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
に
お
け
る
兼
任
研
究
員
（
平
成

二
十
四
年
）
研
究
計
画
「
鄧
石
如
研
究
―
そ
の
芸
術
の
意
義
」（
平
成
二
十
三

年
九
月
・
研
究
計
画
書
提
出
／
平
成
二
十
四
年
四
月
・
承
認
済
）
に
お
け
る
個

別
研
究
の
一
項
目
で
あ
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
小
稿
は
、
昨
年
（
平
成
二
十
五
）

三
月
に
発
表
予
定
で
あ
っ
た
が
、
筆
者
（
遠
藤
）
の
不
測
の
体
調
不
良
の
た
め

未
提
出
と
な
り
、
本
年
度
の
提
出
と
な
っ
た
。

① 

（
１
）
鄧
石
如
（
有
紀
年
）
作
品
目
録
（『
大
東
書
道
研
究
』
第
七
号
所
収 

１
９
９
９　

大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
）。（
２
）
鄧
石
如
隷
書
冊
頁
『
詩
経
』

大
雅
抑
篇
に
つ
い
て（『
駒
沢
女
子
大
学
研
究
紀
要
』第
六
号
所
収　

１
９
９
９　

駒

沢
女
子
大
学
）。（
３
）
鄧
石
如
揮
毫
品
に
お
け
る
款
印
と
使
用
時
期
の
変
遷
に
つ

い
て
（『
大
東
書
道
研
究
』
第
八
号
所
収　

２
０
０
０　

大
東
文
化
大
学
書
道
研
究

所
）。（
４
）
鄧
石
如
行
書
『
詩
稿
冊
』
に
つ
い
て
（『
大
東
書
道
研
究
』
第
一
〇

号
所
収　

２
０
０
２　

同
前
）。（
５
）
鄧
石
如
詩
二
首
を
読
む
―
そ
の
推
敲
の
変

遷
と
文
学
に
つ
い
て
―
（『
大
東
書
道
研
究
』
第
一
二
号
所
収　

２
０
０
４　

同

前
）。（
６
）
鄧
石
如
研
究
資
料
文
献
目
録
（『
大
東
書
道
研
究
』
第
一
四
号
所

収　

２
０
０
６　

同
前
）。（
７
）
鄧
石
如
年
譜
詳
考
（『
大
東
書
道
研
究
』
第
一
五

号
所
収　

２
０
０
７　

同
前
）。（
８
）
新
資
料　

鄧
石
如
尺
牘
「
陳
寄
鶴
書
」
二

種
に
つ
い
て
（『
大
東
書
道
研
究
』
第
一
六
号
所
収　

２
０
０
８　

同
前
）。（
９
）

新
資
料　

包
世
臣
に
宛
て
た
鄧
石
如
尺
牘
に
つ
い
て
（『
大
東
書
道
研
究
』
第
一
七

号
所
収　

２
０
０
９　

同
前
）。（
10
）鄧
石
如
の
篆
刻
に
お
け
る
先
人
の
影
響（『
大

東
書
道
研
究
』
第
一
九
号
所
収　

２
０
１
１　

同
前
）。
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１
．
篆
刻
に
お
け
る
奏
刀
に
つ
い
て

　

北
川
博
邦
氏
は
、
篆
刻
に
お
け
る
奏
刀
に
つ
い
て
、『
缶
翁
印
痕
』
扶
桑
印

社
（
２
０
０
１
）
の
識
語
に
お
い
て

…
…
古
来
篆
刻
三
法
と
称
し
て
、
字
法
、
章
法
、
刀
法
の
三
を
挙
げ
て
い

る
。
字
法
と
は
文
字
学
の
こ
と
で
あ
る
な
ど
と
、
一
知
半
解
の
こ
と
を
い

う
人
も
あ
る
が
、
今
そ
れ
は
ど
う
で
も
よ
い
。
こ
の
三
法
の
中
、
刀
法
を

以
て
も
っ
と
も
伝
え
難
い
者
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
字
法
、
章
法
は
理
に

よ
っ
て
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
刀
法
は
技
で
あ
り
功
で
あ
り
、
自

得
に
俟
つ
し
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
…
…

と
述
べ
て
い
る
。
印
譜
は
、
た
し
か
に
印
影
を
み
て
、
そ
の
文
字
の
様
子
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
印
面
の
、
つ
ま
り
印
刀
の
跡
を
知
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
印
面
は
、
刻
者
の
印
刀
の
用
い
方
を
知
る
た
め
の
唯
一
の
残
さ
れ
た
証

拠
で
あ
る
。

２
．
篆
刻
に
お
け
る
印
面
に
つ
い
て

　

十
年
ほ
ど
前
に
、
遠
藤
玄
遠
氏
の
編
集
し
た
『
缶
翁
印
痕
』
と
い
う
、
呉
昌

碩
の
印
面
の
拡
大
接
写
画
像
四
十
七
枚
を
原
色
に
て
収
録
し
た
、
従
来
に
な
い

非
常
に
興
味
深
い
書
籍
が
刊
行
さ
れ
た
。
名
人
の
印
譜
で
す
ら
実
押
本
を
求
め

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
し
、
た
と
え
販
売
品
で
あ
っ
て
も
高
額
な
も
の
で
あ
る
。

ま
し
て
や
実
際
の
印
そ
の
も
の
と
な
る
と
、
希
少
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
価
格
を
想
像
す
る
こ
と
す
ら
困
難
で
あ
る
。
時
価
、
ま
た
は
売
り
手
側
の
言

い
値
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
い
へ
ん
な
こ
と
で
あ
る
。
遠
藤
氏
の
企
画
は

す
ば
ら
し
い
が
、
こ
れ
を
実
現
さ
せ
た
こ
と
は
、
遠
藤
氏
の
強
い
意
志
と
い
う

言
葉
だ
け
で
は
言
い
尽
せ
な
い
労
作
に
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

遠
藤
氏
は
『
缶
翁
印
痕
』
の
末
尾
に
、「
古
人
へ
の
反
論
―
刀
法
を
伝
え
る

に
法
あ
り
」
と
題
し
て

…
…
篆
刻
で
は
い
つ
頃
か
ら
で
あ
ろ
う
か
「
刀
法
は
伝
え
難
し
」
と
言
わ

れ
て
き
た
。
十
数
年
前
よ
り
呉
昌
碩
や
趙
之
謙
の
刻
印
を
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー

を
通
し
て
覗
く
こ
と
を
始
め
た
。
こ
れ
が
お
も
し
ろ
い
。
陰
影
で
は
穏
や

か
に
見
え
る
印
も
、
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の
中
で
は
刀
法
本
来
の
姿
を
よ
り
誇

張
し
厳
し
く
激
し
い
動
き
を
現
わ
し
て
い
る
。
少
々
印
面
が
磨
滅
し
よ
う

と
底
に
残
る
印
痕
は
刻
し
た
当
時
と
些
か
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
し
か
も

代
作
も
贋
作
も
容
易
に
分
別
を
可
能
に
し
て
く
れ
る
。
拡
大
し
た
写
真
で

は
肉
眼
で
は
見
え
な
い
刀
意
や
刃
毀
れ
ま
で
生
き
生
き
と
再
現
さ
れ
、
こ

れ
が
呉
昌
碩
な
の
だ
と
い
う
大
い
な
る
感
動
を
得
た
…
…

と
述
べ
て
、
そ
の
印
面
の
伝
え
る
内
容
を
具
体
的
に
指
摘
し
て
い
る
。

３
．
鄧
石
如
の
印
譜
に
つ
い
て

　

鄧
石
如
の
実
押
印
譜
は
、
道
光
二
十
六
年
（
１
８
４
６
）
陳
以
和
に
よ
っ
て
、
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わ
ず
か
に
印
面
十
七
方
を
載
せ
た
『
完
白
山
人
篆
刻
偶
存
』
が
最
初
の
も
の
で

あ
る
。
鄧
石
如
の
子
息
で
あ
る
鄧
伝
密
（
１
７
９
５
―

１
８
７
０①
）
の
跋
文
が

あ
り
、〝
時
歳
在
柔
兆
敦
臧
初
冬
、
不
詳
鄧
伝
密
敬
識
於
無
竟
之
寓
〟
で
結
ば

れ
て
い
る
。〝
柔
兆
敦
臧
〟
は
丙
午
（
道
光
二
十
六
年
）
に
あ
た
り
、
と
き
に

鄧
伝
密
五
十
二
歳
の
も
の
で
あ
る
。『
完
白
山
人
篆
刻
偶
存
』
は
、
鄧
石
如
の

子
息
が
鑑
賞
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
す
べ
て
鄧
石
如
の
真
印
と
認
め
ら
れ
る
唯

一
の
定
本
で
あ
る
。
当
時
よ
り
珍
本
で
あ
り
稀
覯
本
で
あ
る
が
、
幸
い
に
も
我

が
国
の
河
井
荃
廬
（
１
８
７
１
―

１
９
４
５
）
が
入
手
し
た
も
の
が
『
書
苑
』

に
部
分
連
載
さ
れ
、
昭
和
十
七
年
（
１
９
４
２
）
に
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
三

省
堂
よ
り
複
印
さ
れ
た
。
こ
の
他
に
、
実
押
印
譜
と
し
て
は
葛
昌
楹
『
鄧
印
存

真
』（
印
面
二
十
五
方
所
載　

１
９
４
４
）
や
葛
昌
楹
『
完
白
山
民
刻
印
』（
印

面
十
五
方
所
載　

編
譜
年
不
詳
）
が
あ
る
。
な
お
、
小
稿
中
に
付
し
た
印
譜
の

印
面
所
載
数
は
、
印
譜
に
よ
っ
て
多
寡
が
あ
る
も
の
が
あ
り
確
定
し
な
い
。

　

鄧
石
如
の
名
声
が
ひ
ろ
く
喧
伝
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
鄧
石
如
印
譜
へ
の

要
望
は
一
気
に
増
大
し
た
よ
う
で〝
摸
刻
に
よ
る
印
譜
〟が
編
ま
れ
王
爾
度『
古

梅
閣
仿
完
白
山
人
印
賸②
』（
印
面
七
十
六
方
所
載　

第
一
次
本
１
８
７
２
・
第

二
次
本
１
８
７
５
）
や
張
咀
英
『
魯
盦
仿
完
白
山
人
印
譜
』
西
泠
印
社
（
印
面

百
二
十
五
方
所
収　

１
９
４
５
）
が
あ
る
。

　

ま
た
、
実
押
風
に
凸
版
の
印
面
を
お
こ
し
て
印
泥
で
押
し
、
実
押
印
譜
に
擬

し
た
『
完
白
山
人
印
譜
』
西
泠
印
社
（
１
９
１
６
）
や
『
鄧
石
如
印
存
』
有
正

書
局
（
印
面
九
十
六
方
所
収　

１
９
１
５
頃
）
が
あ
る
。　

　

印
刷
に
よ
る
も
の
は
刊
行
の
年
代
順
に
、
鄧
以
蟄
『
鄧
石
如
法
書
選
集
』
文

物
出
版
社
（
印
面
七
十
三
方
所
収　

１
９
６
９
）・『
鄧
石
如
印
譜
』
香
港
博

雅
斎
（
１
９
７
８
）・『
鄧
石
如
印
存
』
台
湾
学
界
出
版
（
１
９
７
９
）・『
鄧

石
如
印
譜
』
武
漢
古
籍
書
店
（
１
９
９
０
）・
孫
慰
祖
『
鄧
石
如
篆
刻
』
上
海

書
店
出
版
社
（
２
０
０
１
）・
高
恵
敏
・
王
冰
『
鄧
石
如
印
譜
』
中
国
書
店

（
２
０
０
７
）・
王
義
驊
『
鄧
石
如
篆
集
粹
』
吉
林
文
史
出
版
社
（
２
０
１
１
）・

陳
永
静
『
中
国
篆
刻
芸
術
精
賞　

鄧
石
如
』
海
峡
出
版
発
行
集
団
・
福
建
美
術

出
版
社
（
２
０
１
２
）
な
ど
が
あ
る
。

　

な
お
、
鄧
石
如
の
初
期
の
印
譜
に
つ
い
て
は
、「
鄧
石
如
的
幾
種
印
譜
及
其

自
刻
印
」
銭
君
匋
・
葉
潞
淵③
（『
芸
林
叢
録
』
第
九
編 

商
務
印
書
館
香
港
分
室
・

『
芸
文
叢
輯
』
第
五
輯
所
収　

１
９
７
３
）
に
詳
し
い
。

　

今
日
に
至
る
ま
で
、
鄧
石
如
の
印
譜
集
と
し
て
新
し
く
刊
行
さ
れ
る
が
、
そ

の
内
容
は
初
期
の
印
譜
を
総
合
し
た
も
の
と
概
ね
は
同
じ
内
容
で
、
い
く
ら
か

新
発
見
の
印
と
い
う
も
の
が
加
え
ら
れ
る
も
の
の
疑
問
が
残
る
も
の
が
多
い
。

鄧
石
如
の
若
年
の
書
作
や
刻
印
の
様
子
は
、
葛
昌
楹
『
鄧
印
存
真
』
に
載
せ
ら

れ
た
子
息
鄧
伝
密
の
跋
文
に
詳
し
い
。
紙
面
に
痛
み
が
あ
る
た
め
か
部
分
的
に

文
字
の
見
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
そ
の
書
作
と
刻
印
の
様
子
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
た
と
こ
ろ
を
以
下
に
記
す
。

…
…
父
（
鄧
石
如
）
は
祖
父
（
鄧
石
如
の
父
の
こ
と　

鄧
一
枝
）
の
葬
儀
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を
終
え
た
の
ち
各
地
に
旅
を
し
た
。
旅
す
れ
ば
必
ず
金
石
の
文
字
を
訪
ね
、

ま
た
賢
者
に
教
え
を
受
け
た
。
雨
風
に
あ
た
っ
て
も
、
い
に
し
え
を
思
い

精
神
を
高
揚
さ
せ
た
。
心
に
し
た
が
っ
て
書
を
な
し
、
胸
中
の
鬱
勃
を
表

現
し
た
。
数
日
し
て
ま
た
遊
び
、
疲
れ
て
は
書
を
な
す
こ
と
は
変
わ
ら
な

い
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
父
の
書
は
流
伝
し
て
今
も
残
さ
れ
て
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
刻
印
は
、
た
だ
壮
年
の
頃
に
手
が
け
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

刻
印
の
依
頼
は
一
日
で
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
依
頼
者
を
選
ぶ
こ
と

は
で
き
ず
に
与
え
て
い
た
。
印
を
手
に
入
れ
た
人
も
、
気
に
か
け
ず
に
い

て
大
切
に
し
な
か
っ
た
の
で
、
今
残
っ
て
い
る
も
の
は
千
の
う
ち
一
つ
も

な
い
で
あ
ろ
う
。（
原
文
中
国
語
・
遠
藤
訳　
『
東
園
還
印
図
』序
稿
）…
…

　

こ
れ
を
読
む
と
、
鄧
石
如
の
壮
年
期
の
姿
が
眼
前
に
見
る
よ
う
に
書
か
れ
て

い
て
、
書
の
伝
存
が
多
い
の
に
対
し
て
、
印
は
多
作
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず

印
材
の
伝
来
が
き
わ
め
て
少
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
文
中
の
〝
其
存
於
今
、

千
無
一
焉
〟
に
は
、
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。

　

跋
文
の
末
尾
に
は
〝
時
歳
在
丙
午
除
夕
前
一
日
、
不
詳
男
伝
密
敬
書
〟
と
あ

り
、『
完
白
山
人
篆
刻
偶
存
』
の
鄧
伝
密
の
跋
文
と
同
じ
年
紀
が
書
か
れ
、
道

光
二
十
六
年
、
鄧
伝
密
五
十
二
歳
の
も
の
で
あ
る
。〝
除
夕
〟
と
あ
る
こ
と
か

ら
十
二
月
末
日
で
あ
り
、
そ
の
一
日
前
に
書
か
れ
た
。『
完
白
山
人
篆
刻
偶
存
』

の
跋
文
に
は
〝
初
冬
〟
と
あ
る
こ
と
か
ら
、そ
の
三
か
月
後
で
あ
る
。
ま
た
『
完

白
山
人
篆
刻
偶
存
』
の
跋
文
の
文
字
は
厳
格
な
楷
書
で
か
か
れ
二
つ
の
押
印
も

あ
る
が
、
こ
の
跋
文
は
細
字
の
行
書
で
、
ま
た
印
も
な
い
。
ま
た
鄧
伝
密
に
よ

る
再
跋
に
は
〝
此
稿
草
〟
と
初
跋
を
よ
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も
、
草
稿
が
そ
の

ま
ま
載
せ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

鄧
石
如
の
篆
刻
研
究
で
非
常
に
困
難
な
こ
と
は
、
作
品
が
確
定
し
な
い
こ
と

で
、
こ
れ
は
自
押
に
よ
る
自
作
印
譜
が
な
い
た
め
で
あ
る
。
一
冊
で
も
自
押
に

よ
る
自
作
印
譜
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
検
証
の
基
準
と
な
る
標
準
作
品
が
確

定
し
て
、
比
較
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　

信
頼
で
き
る
印
譜
は
『
完
白
山
人
篆
刻
偶
存
』
の
印
面
十
七
方
だ
け
で
、〝
そ

の
ほ
か
は
出
自
の
不
明
な
印
ば
か
り
〟
と
い
う
の
が
鄧
石
如
に
お
け
る
印
の
実

相
で
あ
る
。
近
代
篆
刻
史
上
の
不
滅
の
金
字
塔
と
も
い
う
べ
き
『
中
国
篆
刻
叢

刊
』（
二
玄
社
）
全
六
十
巻
を
編
集
し
た
、
印
学
研
究
の
第
一
人
者
で
も
あ
り
、

実
作
者
と
し
て
の
篆
刻
家
で
も
あ
っ
た
小
林
斗
盦
氏
を
も
っ
て
し
て
、
そ
の
第

二
十
二
巻
「
鄧
石
如
」
の
解
説
に
お
い
て

…
…
有
正
本
の
『
鄧
石
如
印
存
』
は
、
比
較
的
早
期
の
刊
本
に
拠
っ
た
が
、

元
来
凸
版
押
し
の
ひ
ど
い
印
譜
で
あ
る
。
編
集
も
粗
雑
で
、
朱
白
を
逆
に

し
た
も
の
双
鉤
の
も
の
原
寸
を
欠
く
も
の
等
が
混
入
す
る
。
た
だ
他
譜
に

な
い
も
の
が
多
い
の
で
、
前
半
の
三
十
七
頁
に
未
録
の
印
を
選
出
し
て

十
一
頁
に
収
め
た
。
更
に
『
鄧
石
如
法
書
選
集
』
に
載
る
、
従
来
未
見
の

資
料
九
頁
を
加
え
て
本
編
と
し
た
。
後
者
に
は
側
款
も
な
く
年
代
の
推
定

も
不
能
、
そ
の
上
両
譜
と
も
拓
影
不
精
の
も
の
が
多
く
、
こ
れ
を
前
半
の
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中
へ
挿
入
す
る
の
を
憚
ら
れ
た
の
で
、
排
列
に
不
備
不
満
が
残
り
、
更
に

存
疑
印
の
混
入
等
、
現
時
点
で
は
止
む
を
得
な
か
っ
た
よ
う
だ
…
…

と
述
べ
て
い
る
。
鄧
石
如
の
印
と
い
う
も
の
の
確
定
が
で
き
ず
、
存
疑
印
と
の

弁
別
も
困
難
し
て
い
る
こ
と
で
も
、
鄧
石
如
の
篆
刻
に
お
い
て
標
準
と
な
る
べ

き
印
が
定
ま
ら
ず
揺
ら
い
で
い
る
こ
と
を
理
解
で
き
よ
う
。

　

こ
う
し
た
標
準
と
な
る
べ
き
印
が
定
ま
ら
ず
揺
ら
い
で
い
る
こ
と
か
ら
、
あ

り
が
ち
な
こ
と
で
は
あ
る
が
鄧
石
如
の
新
発
見
の
印
と
い
う
も
の
が
、
す
こ
し

ず
つ
加
わ
り
、
何
の
検
討
も
な
い
ま
ま
に
、
鄧
石
如
の
印
と
し
て
次
々
と
転
載

さ
れ
て
い
る
も
の
が
出
て
く
る
。
名
人
に
代
作
は
つ
き
も
の
だ
が
、
ま
っ
た
く

の
偽
物
が
ま
か
り
通
る
こ
と
は
で
き
る
限
り
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
点
に
つ
い
て
本
稿
で
は
第
七
章
で
、わ
ず
か
に
一
印
で
は
あ
る
が
朱
文
印「
本

來
面
目
」
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
る
。

　
（
補
説
―
鄧
石
如
が
用
い
た
印
刀
に
つ
い
て
）
小
林
斗
盦
氏
は
、
鄧
石
如
が

用
い
た
印
刀
に
つ
い
て
、

…
…
写
真
④
の
Ｃ
（
図
11
）
の
細
い
鉄
筆
は
、
小
印
や
細
密
な
作
品
の
と

き
に
使
い
ま
す
。
鄧
石
如
・
呉
煕
載
・
趙
之
謙
・
徐
三
庚
な
ど
鄧
派
の
名

人
は
、
大
体
こ
の
様
な
比
較
的
細
い
刀
を
使
っ
た
よ
う
で
す
（『
初
学
篆

刻
入
門
』
日
本
放
送
協
会
学
園
）
…
…

と
述
べ
て
い
る
。
非
常
に
珍
し
い
図
版
で
あ
り
、
ほ
か
に
こ
う
し
た
指
摘
は
な

い
。
文
中
に
挙
げ
ら
れ
た
鄧
派
の
印
人
た
ち
は
、
数
多
く
繊
細
な
印
を
刻
し
て

い
る
。
写
真
Ｃ
の
印
刀
と
呉
昌
碩
の
印
刀
（
写
真
Ａ
）
を
比
べ
て
み
る
と
刃
の

厚
み
は
二
倍
以
上
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
呉
昌
碩
の
印
に
見
る
線
の
古
樸
さ
は
、

用
い
た
印
刀
の
影
響
も
大
き
い
。
写
真
Ｂ
（
徐
星
州
用
刀
）
は
さ
ら
に
刃
の
厚

み
を
ま
し
て
刃
の
角
度
も
鈍
角
（
図
10
）
と
な
っ
て
い
る
。

①
初
名
は
尚
璽
。
字
を
守
之
、
号
は
少
白
。
篆
隷
・
篆
刻
を
善
く
し
た
。

② 

正
編
に
は
『
完
白
山
人
篆
刻
偶
存
』
の
印
面
十
七
方
を
載
せ
、
続
編
に
は
印
面

六
十
一
方
を
載
せ
て
い
る
。

③ 

「
印
と
印
人
『
藝
林
叢
録
』
選
訳
Ⅰ
」
二
玄
社
（
１
９
８
２
）
に
、佐
野
栄
輝
氏
の

邦
訳
に
よ
る
「
鄧
石
如
の
数
種
の
印
譜
と
そ
の
自
刻
印
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

④ 

『
初
学
篆
刻
入
門
』
に
は
原
寸
写
真
を
載
せ
て
い
る
が
、小
稿
で
は
ミ
リ
寸
法
を
添

付
し
て
縮
小
図
版
に
し
た
。

４
．
新
出
の
鄧
石
如
の
篆
刻
資
料
に
つ
い
て

　

新
出
の
鄧
石
如
の
篆
刻
資
料
と
は
、
新
し
い
印
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
意
味

で
は
な
く
、
従
来
か
ら
代
表
作
と
さ
れ
て
き
た
印
影
の
印
材
が
写
真
に
よ
っ
て

紹
介
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
印
面
が
接
写
に
よ
っ
て
拡
大
写
真
と
な
っ
て
掲
載
さ

れ
た
も
の
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
以
下
に
、
そ
の
書
目
を
挙
げ
る
。

・
孫
慰
祖
『
鄧
石
如
篆
刻
』
上
海
書
店
出
版
社
（
２
０
０
１
）

・ 

陳
永
静
『
中
国
篆
刻
芸
術
精
賞　

鄧
石
如
』
海
峡
出
版
発
行
集
団
・
福
建
美



─ 132 ─

術
出
版
社
（
２
０
１
２
）

　

ま
た
書
と
篆
刻
を
収
録
し
た
鄧
石
如
の
作
品
集
に
も
、
印
面
の
接
写
や
拡
大

写
真
を
載
せ
た
も
の
が
あ
る
。

・
王
家
新
『
鄧
石
如
書
法
篆
刻
全
集
』
天
津
人
民
美
術
出
版
社
（
２
０
０
５
）

・
洪
亮
『
鄧
石
如
』
中
国
書
店
（
２
０
１
２
）

　

以
上
の
図
版
は
、
す
べ
て
新
し
く
撮
影
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
印
刷
内

容
を
比
較
し
て
み
る
と
、
先
行
の
出
版
書
籍
か
ら
の
転
載
と
新
資
料
の
追
加
に

よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　

こ
れ
以
前
に
、
わ
が
国
に
お
け
る
刊
行
さ
れ
た
書
籍
に
も
、
一
部
が
掲
載
さ

れ
た
も
の
が
あ
る
。
以
下
に
、
そ
の
書
目
を
挙
げ
る
。

・ 『
鄧
石
如
逝
世
百
八
十
年
・
包
世
臣
逝
世
百
三
十
年
記
念
展
図
録
』
謙
慎
書

道
会
（
１
９
８
５
）

・
小
林
斗
盦
『
初
学
篆
刻
入
門
』
日
本
放
送
協
会
学
園
（
１
９
９
０
）

・『
日
中
書
法
の
伝
承
』
謙
慎
書
道
会
（
２
０
０
８
）

５�

．鄧
石
如
篆
刻
作
品
に
お
け
る
印
材
写
真
・
印
面
写

真
資
料
の
整
理

　

以
上
の
書
籍
に
掲
載
さ
れ
た
篆
刻
作
品
を
、
以
下
に
列
挙
し
て
、
そ
の
目
録

と
し
、
掲
載
の
内
容
を
精
査
す
る
。

　

文
中
の
略
称
―
「
謙
・
鄧
」
は
、『
鄧
石
如
逝
世
百
八
十
年
・
包
世
臣
逝
世

百
三
十
年
記
念
展
図
録
』
謙
慎
書
道
会
（
１
９
８
５
）。「
小
林
」
は
、
小
林
斗

盦
『
初
学
篆
刻
入
門
』
日
本
放
送
協
会
学
園
（
１
９
９
０
）。「
孫
」
は
、
孫

慰
祖
『
鄧
石
如
篆
刻
』
上
海
書
店
出
版
社
（
２
０
０
１
）。「
王
」
は
、
王
家

新
『
鄧
石
如
書
法
篆
刻
全
集
』
天
津
人
民
美
術
出
版
社
（
２
０
０
５
）。「
謙
・

日
」
は
、『
日
中
書
法
の
伝
承
』
謙
慎
書
道
会
（
２
０
０
８
）「
陳
」
は
、
陳
永

静
『
中
国
篆
刻
芸
術
精
賞　

鄧
石
如
』
海
峡
出
版
発
行
集
団
・
福
建
美
術
出
版

社
（
２
０
１
２
・
１
）。「
洪
」
は
、洪
亮
『
鄧
石
如
』
中
国
書
店
（
２
０
１
２
・
３
）

の
こ
と
。

　

印
影
は
、
す
べ
て
を
掲
載
出
来
な
い
こ
と
か
ら
、
小
稿
を
読
む
方
が
最
も
閲

覧
し
や
す
い
で
あ
ろ
う
『
中
国
篆
刻
叢
刊
』
第
二
二
巻
「
鄧
石
如
」
二
玄
社

（
１
９
８
４
）
の
掲
載
頁
を
付
記
し
た
。『
中
国
篆
刻
叢
刊
』
に
掲
載
の
な
い
も

の
は
、
掲
載
書
籍
を
注
記
し
た
。

＊

朱
文
印
「
被
明
月
兮
佩
寶
璐
駕
青
虯
兮
驂
白
螭
」

作
品
情
報
：
寸
法
77
㎜
×
38
㎜
。
款
識
「
癸
卯
、
九
月
。
鄧
琰
」、
別
に
「
長
卿
」
の

款
識
が
あ
る
。
乾
隆
四
十
八
年
癸
卯
（
１
７
８
３
）
四
十
一
歳
、
九
月
。
摸
刻
、
呉

迥
の
印
。
出
典
、『
楚
辭
』
九
章
・
渉
江
。
所
蔵
、
個
人
（
日
本
）。
掲
載
資
料
：『
中

国
篆
刻
叢
刊
』
第
二
二
巻
二
九
頁
。
参
考
、
長
卿
（
何
震
の
こ
と
）
が
刻
し
た
印
面

を
磨
去
し
て
、
鄧
石
如
が
再
刻
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
何
震
は
著
名
な
篆
刻
家

で
あ
る
が
、
何
震
の
真
印
は
た
い
へ
ん
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
本
件
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の
印
面
が
磨
去
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
何
震
の
刻
と
し
た
偽
印
で
あ
っ
た
可
能
性
が

高
い
と
言
え
る
。
ま
た
、
印
面
を
磨
去
し
た
の
は
鄧
石
如
自
身
か
、
す
で
に
磨
去
さ

れ
た
も
の
に
刻
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る①
。

謙
・
鄧
：
石
材
写
真
（
款
識
「
癸
卯
、
九
月
。
鄧
琰
」「
長
卿
」、
不
鮮
明
）・

印
面
原
寸
写
真
（
不
明
瞭
）

朱
文
印
「
家
在
環
峰
漕
水
」

作
品
情
報
：
款
識「
己
亥
、十
一
月
。
古
浣
鄧
琰
」。
寸
法
：
34
㎜
×
22
㎜
。
語
句
出
典
、

不
詳
。
乾
隆
四
十
四
年
己
亥
（
１
７
７
９
）
三
十
七
歳
、
十
一
月
。
掲
載
資
料
：
方

去
疾
『
明
清
篆
刻
流
派
印
譜
』
上
海
書
画
出
版
社
（
１
９
８
０
）
が
最
初
に
載
せ
た

も
の
で
、
こ
れ
以
前
の
印
譜
に
は
見
な
い
も
の
で
あ
る
。『
中
国
篆
刻
叢
刊
』
第
二
二

巻
は
、
載
せ
て
い
な
い
。

孫
：
石
材
写
真
（
鮮
明
）・
印
面
拡
大
写
真
（
鮮
明
）

王
：
撮
影
角
度
や
印
面
の
陰
影
か
ら
、
孫
の
転
載
と
思
わ
れ
る
。

洪
：
石
材
写
真
・
印
面
拡
大
写
真
。
撮
影
角
度
や
印
面
の
陰
影
か
ら
、
孫
の
転

載
と
思
わ
れ
る
。

朱
文
印
「
江
流
有
聲
斷
岸
千
尺
」

作
品
情
報
：
款
識「
一
頑
石
耳
。
癸
卯
菊
月
。
客
。
寓
樓
無
事
。
秋
多
淑
懷
。
乃
命
童
子
、

置
火
具
。
安
斯
石
於
江
鑪
。
頃
之
取
出
。
幻
如
赤
壁
之
圖
。
恍
若
見
蘇
髯
先
生
、
泛

於
蒼
茫
烟
水
間
。
噫
。
化
工
之
巧
也
如
斯
夫
。
蘭
泉
居
士
、吾
友
也
。
節
赤
壁
賦
八
字
。

篆
於
石
、
贈
之
。
鄧
琰
、
又
記
。
圖
之
石
壁
如
此
云
」。
寸
法
53
㎜
×
34
㎜
。
被
刻
者
、

畢
夢
熊
。
出
典
、
蘇
軾
「
後
赤
壁
賦
」。
乾
隆
四
十
八
年
癸
卯
（
１
７
８
３
）
四
十
一

歳
、
九
月
。
現
蔵
、
西
泠
印
社
。
掲
載
資
料
：『
中
国
篆
刻
叢
刊
』
第
二
二
巻
二
五
頁
。

孫
：
石
材
写
真
（
側
款
三
面
中
の
一
面
、不
鮮
明
）・
印
面
拡
大
写
真
（
不
鮮
明
）

王
：
石
材
写
真
（
石
材
頭
部
及
び
側
款
三
面
中
の
二
面
、
鮮
明
）・
印
面
拡
大

写
真
（
鮮
明
）

陳
：
印
面
拡
大
写
真
（
不
鮮
明
）、
印
面
の
陰
影
か
ら
、
孫
の
転
載
と
思
わ
れ
る
。

洪
：
石
材
写
真
・
印
面
拡
大
写
真
。
撮
影
角
度
や
印
面
の
陰
影
か
ら
、
王
の
転

載
と
思
わ
れ
る
。
石
材
頭
部
及
び
側
部
四
面
中
の
四
面
（
鮮
明
）
が
載
せ
ら
れ

て
い
る
が
、
側
款
三
面
中
の
第
一
面
・
第
二
面
の
款
識
は
や
や
不
明
瞭
な
が
ら

見
え
る
が
、
第
三
面
の
款
識
は
見
え
な
い
。
ま
た
第
四
面
に
は
、
西
泠
印
社
の

蔵
品
整
理
番
号
と
思
わ
れ
る
「
１
２
９
７
」
の
白
紙
が
貼
ら
れ
て
い
る
。

白
文
印
「
淫
讀
古
文
甘
聞
異
言
」

作
品
情
報
：
款
識「
王
充
論
衡
語
。
辛
丑
、五
月
。
古
浣
子
、鄧
琰
」。
寸
法
31
㎜
×
32
㎜
。

出
典
、王
充
『
論
衡
』
自
紀
篇
。
乾
隆
四
十
六
年
辛
丑
（
１
７
８
１
）
三
十
九
歳
、五
月
。

現
蔵
、
上
海
博
物
館
。
掲
載
資
料
：『
中
国
篆
刻
叢
刊
』
第
二
二
巻
一
三
頁
。

孫
：
石
材
写
真
（
側
款
一
面
、
鮮
明
）・
印
面
拡
大
写
真
（
鮮
明
）

王
：
石
材
写
真
・
印
面
拡
大
写
真
。
撮
影
角
度
や
印
面
の
陰
影
か
ら
、
孫
の
転
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載
と
思
わ
れ
る
。

陳
：
印
面
拡
大
写
真
。撮
影
角
度
や
印
面
の
陰
影
か
ら
、孫
の
転
載
と
思
わ
れ
る
。

洪
：
石
材
写
真
・
印
面
拡
大
写
真
。
撮
影
角
度
や
印
面
の
陰
影
か
ら
、
孫
の
転

載
と
思
わ
れ
る
。

白
文
印
「
雷
輪
」（
五
面
印
の
１
）

作
品
情
報
：
寸
法
22
㎜
×
22 
㎜
。
被
刻
者
不
詳
、
刻
年
不
詳
。
現
蔵
、
西
泠
印
社
。

掲
載
資
料
：『
中
国
篆
刻
叢
刊
』
第
二
二
巻
一
七
頁
。

孫
：
石
材
写
真
（
印
材
部
分
二
面
を
写
し
、
台
座
に
入
っ
て
い
る
）

王
：
印
面
拡
大
写
真
（
鮮
明
）

洪
：
印
面
原
寸
写
真
、撮
影
角
度
や
印
面
の
陰
影
か
ら
、王
の
転
載
と
思
わ
れ
る
。

白
文
印
「
子
輿
」（
五
面
印
の
２
）

作
品
情
報
：
寸
法
22
㎜
×
22
㎜
。
被
刻
者
不
詳
、
刻
年
不
詳
。
現
蔵
、
西
泠
印
社
。

掲
載
資
料
：『
中
国
篆
刻
叢
刊
』
第
二
二
巻
一
七
頁
。

王
：
印
面
拡
大
写
真
（
鮮
明
）

陳
：
印
面
拡
大
写
真
（
や
や
不
明
瞭
）

洪
：
印
面
原
寸
写
真
、撮
影
角
度
や
印
面
の
陰
影
か
ら
、王
の
転
載
と
思
わ
れ
る
。

朱
文
印
「
古
歡
」（
五
面
印
の
３
）

作
品
情
報
：
寸
法
67
㎜
×
22
㎜
。
被
刻
者
不
詳
、
刻
年
不
詳
。
現
蔵
、
西
泠
印
社
。

掲
載
資
料
：『
中
国
篆
刻
叢
刊
』
第
二
二
巻
一
七
頁
。

王
：
印
面
拡
大
写
真
（
鮮
明
）

陳
：
印
面
拡
大
写
真
（
鮮
明
）

洪
：
印
面
拡
大
写
真
・
印
面
原
寸
写
真
、
撮
影
角
度
や
印
面
の
陰
影
か
ら
、
王

の
転
載
と
思
わ
れ
る
。

朱
文
印
「
燕
翼
堂
」（
五
面
印
の
４
）

作
品
情
報
：
寸
法
67
㎜
×
22
㎜
。
被
刻
者
不
詳
、
刻
年
不
詳
。
現
蔵
、
西
泠
印
社
。

掲
載
資
料
：『
中
国
篆
刻
叢
刊
』
第
二
二
巻
一
七
頁
。

孫
：
石
材
写
真
（
印
材
部
分
二
面
を
写
し
、
台
座
に
入
っ
て
い
る
）

王
：
印
面
拡
大
写
真
（
鮮
明
）

陳
：
印
面
拡
大
写
真
（
鮮
明
）

洪
：
印
面
原
寸
写
真
、撮
影
角
度
や
印
面
の
陰
影
か
ら
、王
の
転
載
と
思
わ
れ
る
。

朱
文
印
「
守
素
軒
」（
五
面
印
の
５
）

作
品
情
報
：
寸
法
67
㎜
×
22 

㎜
。
被
刻
者
不
詳
、
刻
年
不
詳
。
包
世
臣
印
跋
「
此
完

白
山
人
中
年
所
刻
印
也
。山
人
嘗
言
。刻
印
、白
文
用
漢
。朱
文
必
用
宋
。然
僕
見
東
坡
・

海
嶽
・
漚
波
印
章
多
已
。
何
曾
有
如
是
之
渾
厚
超
脱
者
乎
。
蓋
縮
繹
山
三
墳
而
爲
之
。

以
成
其
奇
縱
於
不
覺
。
識
者
當
珍
如
秦
權
漢
布
也
。
包
世
臣
記
」。
現
蔵
、
西
泠
印
社
。
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掲
載
資
料
：『
中
国
篆
刻
叢
刊
』
第
二
二
巻
一
七
頁
。

王
：
印
面
拡
大
写
真
（
鮮
明
）

洪
：
印
面
原
寸
写
真
、
撮
影
角
度
や
印
面
の
陰
影
か
ら
、
王
の
転
載
と
思
わ
れ

る
。
印
材
に
あ
る
包
世
臣
印
跋
の
原
寸
写
真
（
鮮
明
）
は
、
洪
だ
け
が
載
せ
て

い
る
。

朱
文
印
「
十
分
紅
處
便
成
灰
」

作
品
情
報
：
款
識
「
琰
」。
寸
法
33
㎜
×
26
㎜
。
出
典
不
詳
、
刻
年
不
詳
。
現
蔵
、
西

泠
印
社
。
掲
載
資
料
：『
中
国
篆
刻
叢
刊
』
第
二
二
巻
二
一
頁
。

孫
：
石
材
写
真
（
款
識
「
琰
」
は
見
え
な
い
、
不
鮮
明
）、
印
面
拡
大
写
真
（
不

鮮
明
）

王
：
石
材
写
真
（
款
識
「
琰
」、
鮮
明
）・
印
面
拡
大
写
真
（
鮮
明
）

陳
：
印
面
拡
大
写
真
。撮
影
角
度
や
印
面
の
陰
影
か
ら
、孫
の
転
載
と
思
わ
れ
る
。

洪
：
石
材
写
真
・
印
面
拡
大
写
真
。
撮
影
角
度
や
印
面
の
陰
影
か
ら
、
王
の
転

載
と
思
わ
れ
る
。

白
文
印
「
宦
鄰
尚
褧
萊
石
兄
弟
書
籍
」

作
品
情
報
：
鄧
石
如
款
識
「
古
浣
」。
寸
法
27
㎜
×
27
㎜
。
被
刻
者
、
尚
褧
・
尚
萊
石
。

刻
年
不
詳
。
掲
載
資
料
：『
中
国
篆
刻
叢
刊
』
第
二
二
巻
二
一
頁
。

孫
：
石
材
写
真
（
款
識
「
古
浣
」、
鮮
明
）

朱
文
印
「
闕
里
孔
氏
雩
谷
攷
藏
金
石
書
畫
之
記
」

作
品
情
報
：
款
識
「
戊
申
、
初
冬
。
邗
上
寓
廬
。
皖
人
鄧
琰
、
作
篆
」。
乾
隆
五
十
三

年
戊
申
（
１
７
８
８
）
四
十
六
歳
、
十
月
。
寸
法
38
㎜
×
24
㎜
。
被
刻
者
、
孔
雩
谷
。

掲
載
資
料
：『
中
国
篆
刻
叢
刊
』
第
二
二
巻
五
七
頁
。
孔
雩
谷
（
生
卒
不
詳
）
に
つ
い
て
、

名
は
、
繼
杆
。
孔
子
の
末
裔
と
さ
れ
る
。
官
は
、
太
守
。
画
梅
を
よ
く
す
る
。
羅
聘

（
１
７
３
３
―

１
７
９
９
）・
桂
馥
（
１
７
３
６
―

１
８
０
５
）・
呉
錫
麒
（
１
７
４
６
―

１
８
１
８
）
と
莫
逆
の
交
を
し
た
。

孫
：
石
材
写
真
（
款
識
「
戊
申
、
初
冬
。
邗
上
寓
廬
。
皖
人
鄧
琰
、
作
篆
」
は

見
え
な
い
、
不
鮮
明
）

王
：
撮
影
角
度
や
印
面
の
陰
影
か
ら
、
孫
の
転
載
と
思
わ
れ
る
。

朱
文
印
「
一
日
之
跡
」

作
品
情
報
：
寸
法
27
㎜
×
27
㎜
。
摸
刻
、梁
袠
の
印
。
刻
年
不
詳
。
現
蔵
、上
海
博
物
館
。

掲
載
資
料
：『
中
国
篆
刻
叢
刊
』
第
二
二
巻
一
三
頁
。
孫
慰
祖
『
鄧
石
如
篆
刻
』
上
海

書
店
出
版
社
（
２
０
０
１
）
に
よ
っ
て
、
始
め
て
側
款
に
「
古
浣
子
、
鄧
琰
」
が
刻

し
て
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

孫
：
石
材
写
真
（
款
識
「
古
浣
子
、
鄧
琰
」、
鮮
明
）、
印
面
拡
大
写
真
（
鮮
明
）

王
：
石
材
写
真
・
印
面
拡
大
写
真
。
撮
影
角
度
や
印
面
の
陰
影
か
ら
、
孫
の
転

載
と
思
わ
れ
る
。

洪
：
石
材
写
真
・
印
面
拡
大
写
真
。
撮
影
角
度
や
印
面
の
陰
影
か
ら
、
孫
の
転
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載
と
思
わ
れ
る
。

白
文
印
「
疁
城
一
日
長
」

作
品
情
報
：
款
識
「
古
浣
」。
寸
法
33
㎜
×
26
㎜
。
出
典
不
詳
、
刻
年
不
詳
。
掲
載
資

料
：『
中
国
篆
刻
叢
刊
』
第
二
二
巻
一
九
頁
。

孫
：
石
材
写
真
（
款
識
「
古
浣
」、
判
読
で
き
る
程
度
）、
印
面
拡
大
写
真
（
不

鮮
明
）

王
：
石
材
写
真
・
印
面
拡
大
写
真
。
撮
影
角
度
や
印
面
の
陰
影
か
ら
、
孫
の
転

載
と
思
わ
れ
る
。

陳
：
印
面
拡
大
写
真
。
印
面
の
陰
影
か
ら
、
孫
の
転
載
と
思
わ
れ
る
。

洪
：
石
材
写
真
・
印
面
拡
大
写
真
。
撮
影
角
度
や
印
面
の
陰
影
か
ら
、
孫
の
転

載
と
思
わ
れ
る
。

白
文
印
「
在
心
爲
志
」

作
品
情
報
：
款
識
「
在
心
爲
志
。
鄧
石
如
篆
、
時
客
邗
江
」。
寸
法
49
㎜
×
51
㎜
。
出

典
、『
詩
経
』
毛
氏
序
の
語
、
刻
年
不
詳
。
掲
載
資
料
：
孫
慰
祖
『
鄧
石
如
篆
刻
』
上

海
書
店
出
版
社
（
２
０
０
１
）。『
中
国
篆
刻
叢
刊
』
第
二
二
巻
に
は
、載
せ
て
い
な
い
。

孫
：
竹
根
材
写
真
（
款
識
「
在
心
爲
志
。
鄧
石
如
篆
、
時
客
邗
江
」、
鮮
明
）、

印
面
拡
大
写
真
（
鮮
明
）

陳
：
印
面
拡
大
写
真
。撮
影
角
度
や
印
面
の
陰
影
か
ら
、孫
の
転
載
と
思
わ
れ
る
。

（
両
面
印
）
朱
文
印
「
家
在
四
靈
山
水
閒
」・
白
文
印
「
銕
硯
山
房
圖
書
」

作
品
情
報
：
寸
法
27
㎜
×
27
㎜
。
刻
年
不
詳
。
現
蔵
、
北
京
故
宮
博
物
院
。
注
記
、

王
家
新
『
鄧
石
如
書
法
篆
刻
全
集
』
天
津
人
民
美
術
出
版
社
（
２
０
０
５
）
に
よ
っ

て
、
は
じ
め
て
両
面
印
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
掲
載
資
料
：『
中
国
篆
刻
叢
刊
』

第
二
二
巻
三
九
頁
。

王
：
石
材
写
真（
款
識「
銕
硯
山
房
。
守
之
記
」、鮮
明
）・
印
面
拡
大
写
真（
鮮
明
）

洪
：
石
材
写
真
・
印
面
拡
大
写
真
。
撮
影
角
度
や
印
面
の
陰
影
か
ら
、
王
の
転

載
と
思
わ
れ
る
。

朱
文
印
「
有
周
秦
漢
魏
晉
唐
間
意
」

作
品
情
報
：
寸
法
：
20
㎜
×
20
㎜
。
款
識｢

鄧
琰
篆
。
庚
子
、
五
月｣

。
乾
隆
四
十
五

年
庚
子
（
１
７
８
０
）
三
十
八
歳
、
五
月
。
現
蔵
、
首
都
博
物
館
。
掲
載
資
料
：『
鄧

石
如
書
法
篆
刻
全
集
・
下
巻
』
天
津
人
民
美
術
出
版
社
（
２
０
０
５
）
に
は
じ
め
て

側
款
を
載
せ
て
い
る
。『
中
国
篆
刻
叢
刊
』
第
二
二
巻
に
は
、
載
せ
て
い
な
い
。

王
：
石
材
写
真
（
款
識
「
鄧
琰
篆
。
庚
子
、
五
月
」、
鮮
明
）・
印
面
拡
大
写
真

（
不
鮮
明
）

洪
：
石
材
写
真
・
印
面
拡
大
写
真
。
撮
影
角
度
や
印
面
の
陰
影
か
ら
、
王
の
転

載
と
思
わ
れ
る
。
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白
文
印
「
海
陽
東
野
」

作
品
情
報
：
寸
法
37
㎜
×
18
㎜
。
款
識
「
海
陽
東
墅
。
石
如
」。
被
刻
者
不
詳
、
刻
年

不
詳
。
参
考
、
徐
三
庚
印
跋
「
徐
三
庚
、
褎
海
。
曾
觀
於
滬
上
」。
呉
隱
印
跋
「
完
白

山
人
刻
海
陽
東
墅
印
。
藏
合
肥
龔
景
張
先
生
文
房
。
曩
嘗
出
示
。
徐
褎
海
先
生
歎
賞

精
絶
。
勒
款
於
後
。
壬
寅
夏
五
月
。
山
陰
呉
隱
石
潛
甫
觀
於
印
金
樓
中
」。
掲
載
資
料
：

『
中
国
篆
刻
叢
刊
』
第
二
二
巻
九
頁
。

王
：
石
材
写
真（
款
識「
海
陽
東
墅
。
石
如
」・
徐
三
庚
印
跋
、鮮
明
。
呉
隱
印
跋
、

不
鮮
明
）

朱
文
印
「
本
來
面
目
」

作
品
情
報
：
寸
法
：
36
㎜
×
35
㎜
。
款
識
「
甚
矣
哉
。
人
之
面
目
不
可
忽
也
。
吾
與

萬
物
群
生
於
天
地
之
間
、
其
萬
有
不
齊
邪
。
其
有
至
齊
者
存
焉
。
張
目
以
視
之
、
不

可
得
而
見
也
。
傾
耳
以
聽
之
、
不
可
得
而
聞
也
。
一
而
二
、二
而
三
、三
而
四
、四
而

五
、五
而
十
、十
之
十
爲
百
、百
之
十
爲
千
、千
之
十
爲
萬
、
其
紀
之
不
可
勝
紀
邪
。
其

推
之
而
不
能
自
己
邪
。
清
者
、
寧
者
、
動
者
、
植
者
、
其
爲
物
不
同
也
、
而
莫
非
物

也
、
一
物
一
聲
也
、
一
物
一
色
也
。
一
物
之
聲
、
聲
各
聲
也
。
一
物
之
色
、
色
各
色
也
。

是
知
植
物
有
聲
有
色
、
動
物
有
面
有
目
、
皆
出
自
本
來
耳
。
善
善
悪
悪
、
吾
末
如
之

何
。
吾
甚
願
人
有
面
目
。
不
可
□
泊
五
常
之
性
曰
仁
義
禮
智
信
、
不
可
去
七
發
之
情

曰
喜
怒
哀
懼
憂
悪
欲
。
夫
然
後
人
人
皆
尊
我
之
面
目
而
不
敢
輕
忽
也
、
夫
然
後
人
人

皆
知
我
之
面
目
出
自
本
來
也
、
又
何
暇
計
及
它
之
面
目
得
人
喜
、
我
之
面
目
得
人
憎
耶
。

是
不
可
須
臾
忘
其
本
來
耳
。
故
志
之
、
妄
作
自
嘲
云
。
余
偕
同
里
劉
海
峰
公
之
曽
孫

小
航
君
來
白
下
勾
留
匝
月
、
適
迎
江
寺
僧
乞
余
書
楹
聯
十
四
字
、
以
石
章
報
我
、
三

生
有
幸
、
亦
大
可
證
翰
墨
前
縁
也
。
乙
丑
、
花
朝
日
。
鄧
完
白
氏
」。
嘉
慶
十
年
乙
丑

（
１
８
０
５
）
六
十
三
歳
、
二
月
十
五
日
。
出
典
不
詳
。
掲
載
資
料
：『
鄧
石
如
書
法

篆
刻
全
集
・
下
巻
』
天
津
人
民
美
術
出
版
社
（
２
０
０
５
）。『
中
国
篆
刻
叢
刊
』
第

二
二
巻
に
は
、
載
せ
て
い
な
い
。

王
：
石
材
写
真
（
款
識
四
面
の
う
ち
第
一
面
は
鮮
明
、
第
二
面
は
側
面
か
ら
の

撮
影
の
た
め
不
明
瞭
）・
印
面
拡
大
写
真
（
鮮
明
）

洪
：
石
材
写
真
・
印
面
拡
大
写
真
。
撮
影
角
度
や
印
面
の
陰
影
か
ら
、
王
の
転

載
と
思
わ
れ
る
。

白
文
印
「
見
大
則
心
泰
禮
興
則
民
壽
」

作
品
情
報
：
寸
法
29
㎜
×
28
㎜
。
款
識
「
見
大
則
心
泰
。
禮
興
則
民
壽
。
鄧
琰
、
爲

袁
梅
甫
先
生
、
篆
於
石
。
時
寓
京
口
之
江
深
艸
閣
」。
被
刻
者
、
袁
恭
。
出
典
不
詳
、

刻
年
不
詳
。
所
蔵
、
個
人
（
日
本
）。
掲
載
資
料
：『
中
国
篆
刻
叢
刊
』
第
二
二
巻

二
三
頁
。
参
考
、鄧
石
如
款
識
に
あ
る〝
江
深
艸
閣
〟は
、嘉
慶
二
年
丁
巳（
１
７
９
７
）

五
十
五
歳
、七
月
十
五
日
。
蘇
州
（
江
蘇
省
）
の
江
深
草
閣
に
て
、四
体
書
冊
頁
（
十
二

紙
）、篆
書
（
三
紙
）「
怪
石
長
松
嶒
…
…
」。
款
識
「
完
白
山
人
」・
隷
書
（
三
紙
）「
少

學
琴
書
偶
…
…
」。
款
識「
石
如
書
」・
楷
書（
三
紙
）「
雪
齋
清
境
發
…
…
」。
款
識「
丁
巳
、

新
秋
。
書
於
江
深
艸
閣
。
完
白
山
人
」・
草
書
（
三
紙
）「
擇
故
山
濱
水
…
…
」。
款
識
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「
嘉
慶
二
年
、秋
七
月
望
日
。
完
白
山
人
、鄧
石
如
。
書
於
京
江
江
深
草
閣
」
に
あ
る
・

楷
書
・
草
書
の
款
識
に
も
〝
江
深
艸
閣
〟
が
記
さ
れ
て
い
る
。

謙
・
日
：
石
材
写
真
（
款
識
二
面
の
う
ち
第
一
面
は
鮮
明
、
第
二
面
は
側
面
か

ら
の
撮
影
の
た
め
不
明
瞭
）

小
林
：
印
面
拡
大
写
真
（
あ
ま
り
判
然
と
し
な
い
）

陳
：
印
面
拡
大
写
真
（
や
や
不
明
瞭
）

白
文
印
「
我
書
意
造
本
無
法
」

作
品
情
報
：
寸
法
35
㎜
×
28
㎜
。
款
識
「
戊
申
、初
冬
。
詠
亭
先
生
屬
。
古
浣
子
、琰
」。

乾
隆
五
十
三
年
戊
申
（
１
７
８
８
）
四
十
六
歳
、
十
月
。
被
刻
者
、
葉
天
賜
。
出

典
、
蘇
軾
「
石
蒼
舒
酔
墨
堂
詩
」。
掲
載
資
料
：『
中
国
篆
刻
叢
刊
』
第
二
二
巻
四
九

頁
。
葉
天
賜
（
生
卒
不
詳
）
に
つ
い
て
、
字
は
孔
章
、
号
は
詠
亭
・
誰
莊
。
も
と
安

徽
省
歙
縣
の
人
、
の
ち
に
江
都
（
江
蘇
省
揚
州
）
に
移
籍
す
る
（『
廣
陵
詩
事
』『
揚

州
畫
舫
録
』）。
関
連
、『
我
書
意
造
本
無
法
』
印
は
、
包
世
臣
の
草
書
六
屏
「
嘗
有
好

事
就
…
…
（
道
光
甲
午
仲
春
月　

１
８
３
４
）」
に
押
印
。
ま
た
包
世
臣
作
品
（
行
書

文
語
立
幅「
而
東
晉
士
人
…
…
」・
行
書
立
幅『
嬌
舞
倚
床
便
面
』「
若
廼
頻
覆
玉
…
…
」）

に
押
印
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
経
緯
を
へ
て
包
世
臣
の
所
蔵
と
な
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

陳
：
印
面
拡
大
写
真
（
鮮
明
）。

白
文
印
「
藤
華
山
下
晩
風
秋
」

作
品
情
報
：
寸
法
30
㎜
×
29
㎜
。
款
識
「
藤
華
山
下
晩
風
秋
。
己
亥
秋
石
如
筆
」。
乾

隆
四
十
四
年
己
亥
（
１
７
７
９
）
秋
、
三
十
七
歳
。
現
蔵
、
鋤
月
盧
。
参
考
、
洪
亮

『
鄧
石
如
』
中
国
書
店
（
２
０
１
２
）
だ
け
が
載
せ
て
い
て
、
他
の
印
譜
に
見
な
い
も

の
で
あ
る
。

洪
：
石
材
写
真
（
款
識
「
藤
華
山
下
晩
風
秋
。
己
亥
秋
石
如
筆
」、
鮮
明
）

朱
文
印
「
靜
養
」

作
品
情
報
：
寸
法
28
㎜
×
15
㎜
。
款
識
「
性
静
情
逸
心
動
神
痩
。
石
如
筆
」。
現
蔵
、

鋤
月
盧
。
参
考
、
洪
亮
『
鄧
石
如
』
中
国
書
店
（
２
０
１
２
）
だ
け
が
載
せ
て
い
て
、

他
の
印
譜
に
見
な
い
も
の
で
あ
る
。

洪
：
石
材
写
真
（
款
識
「
性
静
情
逸
心
動
神
痩
。
石
如
筆
」、
鮮
明
）

朱
文
印
「
得
于
心
」

作
品
情
報
：
寸
法
17
㎜
×
7
㎜
。
款
識
「
凡
画
皆
重
意
。
感
于
心
、
応
于
手
、
意
到

便
成
此
。
難
与
外
人
道
也
。
乾
隆
庚
子
夏
。
古
浣
、
鄧
琰
篆
」。
乾
隆
四
十
五
年
己
亥

（
１
７
８
０
）
夏
、
三
十
八
歳
。
現
蔵
、
鋤
月
盧
。
参
考
、
洪
亮
『
鄧
石
如
』
中
国
書

店
（
２
０
１
２
）
だ
け
が
載
せ
て
い
て
、
他
の
印
譜
に
見
な
い
も
の
で
あ
る
。

洪
：
石
材
写
真
（
款
識
二
面
の
う
ち
一
面
の
み
、
不
明
瞭
）

＊
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以
上
、
十
九
方
の
印
材
写
真
を
確
認
し
、
印
面
写
真
は
十
八
面
と
な
っ
た
。

　

鄧
石
如
の
現
存
印
に
つ
い
て
、
小
林
斗
盦
氏
は
『
中
国
篆
刻
史
』
筑
波
大
学

芸
術
専
門
学
群
（
１
９
９
３
）
に
お
い
て
、
わ
が
国
に
は
〝
二
個
〟
と
明
言
し

て
い
る
。
ま
た
孫
慰
祖
は
『
鄧
石
如
篆
刻
』
上
海
書
店
出
版
（
２
０
０
１
）
に

お
い
て
、「
三
十
件
左
右
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
篆
刻
の
専
家

を
も
っ
て
し
て
も
、
現
存
の
印
は
非
常
に
少
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
今
回

の
調
査
に
お
い
て
二
十
印
を
確
認
し
た
が
、
最
後
の
三
印
は
従
来
の
印
譜
に
見

な
い
も
の
で
、
こ
れ
を
除
い
た
十
七
印
の
な
か
に
お
い
て
も
、
朱
文
印
「
家
在

環
峰
漕
水
」・
朱
文
印
「
有
周
秦
漢
魏
晉
唐
間
意
」・
竹
根
材
の
白
文
印
「
在
心

爲
志
」・
朱
文
印
「
本
來
面
目
」
は
従
来
の
印
譜
に
見
な
い
も
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
こ
の
四
印
を
除
い
て
、
印
譜
に
掲
載
さ
れ
て
今
日
ま
で
伝
来
し
た
も
の
は

僅
か
に
十
三
印
で
あ
る
。

① 

何
震
に
つ
い
て
、
明
の
人
。
字
は
、
主
臣
・
長
卿
・
雪
漁
。
婺
源
（
江
西
省
婺
源
）

の
人
。
篆
刻
に
精
通
し
て
い
た
（『
明
畫
録
』『
印
人
傳
』『
廣
印
人
傳
』）。
呉
迥
に

つ
い
て
、
明
の
人
。
字
は
、
亦
歩
。
歙
縣
（
安
徽
省
）
の
人
。『
暁
采
居
印
譜
』
が

あ
る
（『
廣
印
人
傳
』）。

６
．
鄧
石
如
の
篆
刻
に
お
け
る
奏
刀
へ
の
試
論

　

書
籍
の
掲
載
図
版
は
原
色
印
刷
に
な
っ
て
い
る
が
、
小
稿
図
版
で
は
白
黒
印

刷
に
な
る
た
め
、〝
図
版
か
ら
説
明
で
き
る
こ
と
〟
を
条
件
と
し
て
取
り
上
げ
た
。

こ
の
図
版
か
ら
鄧
石
如
の
篆
刻
に
お
け
る
奏
刀
へ
の
検
討
を
、
以
下
に
試
み
る
。

　

図
１
、
朱
文
印
「
古
歡
」（
五
面
印
の
３
）
は
、
印
面
に
お
け
る
底
面
処
理

を
印
刀
の
刃
先
で
丁
寧
に
平
面
に
整
え
て
い
る
（
第
１
点
）。
こ
れ
は
、
近
年

の
呉
昌
碩
な
ど
の
底
面
処
理
が
印
刀
を
突
き
立
て
る
よ
う
に
し
て
刀
の
跡
を
残

し
て
凸
凹
状
に
な
る
の
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
師
と
仰
い
だ
包
世

臣
を
通
じ
て
鄧
石
如
を
学
ん
だ
呉
煕
載
は
、
鄧
石
如
と
同
様
に
底
面
処
理
を
し

て
い
る
印
（
白
文
「
呉
熙
載
」・
朱
文
「
攘
之
」・
朱
文
「
師
慎
軒
」・
朱
文
「
足

吾
所
好
翫
而
老
焉
」
四
面
印①
）
が
存
在
す
る
。
こ
の
印
は
、「
師
慎
軒
」
印
の

底
面
を
平
面
に
処
理
し
た
と
こ
ろ
に
〝
呉
譲
之
〟
の
署
名
を
刻
し
て
お
り
、
底

面
が
平
面
で
な
け
れ
ば
出
来
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
（
補
説
―
印
章
彫
鈕
の
名
工
の
言
葉
）
彫
工
師
は
原
石
を
減
ら
す
こ
と
を
嫌

い
、
原
石
の
形
状
に
し
た
が
っ
て
彫
工
を
加
え
る
こ
と
を
最
上
と
い
う
。
例
を

挙
げ
れ
ば
、
印
材
の
頭
部
が
平
面
で
あ
る
も
の
を
平
頭
と
い
う
。
印
材
に
彫
工

さ
れ
た
獅
子
な
ど
の
立
体
鈕
は
、
そ
れ
だ
け
で
芸
術
品
と
も
い
え
る
ほ
ど
見
事

な
も
の
で
あ
る
が
、
台
湾
の
印
章
彫
鈕
で
現
代
の
名
工
と
し
て
知
ら
れ
る
廖
徳

良
氏
に
よ
る
と
〝
平
頭
の
印
材
に
彫
工
を
凝
ら
す
平
頭
彫
が
、
そ
の
技
量
の
見

せ
ど
こ
ろ
で
あ
る
。
い
か
に
印
材
を
減
ら
さ
ず
、
彫
工
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
が
上
等
な
職
人
で
あ
る
〟
と
言
う
。
ま
た
硯
の
彫
工
師
も
、
同
様
で
あ
る

と
い
う
。
鄧
石
如
の
場
合
、
師
系
を
持
た
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
系
譜
を
た
ど
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る
こ
と
は
で
き
な
い
。
伝
記
に
よ
れ
ば
、
父
の
鄧
一
枝
か
ら
篆
刻
の
教
え
を
受

け
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
「
古
歡
」
の
歡・
に
あ
る
隹・
の
縦
画
（
図
版
の
白
点
箇
所
）
に
み
る
線
の

表
情
に
違
い
が
あ
る
。
こ
れ
は
横
画
（
図
版
の
白
点
箇
所
）
も
同
様
で
あ
る
。

縦
画
は
線
の
右
側
が
比
較
的
段
差
な
く
、
ま
た
キ
レ
イ
に
滞
り
な
く
刻
し
て
い

る
の
に
対
し
て
、
線
の
左
側
は
、
断
続
し
て
線
が
刻
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
ギ
ザ
状

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
横
画
は
線
の
下
辺
が
キ
レ
イ
に
刻
し
て
あ
る
が
、
上
辺

は
ギ
ザ
状
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
鄧
石
如
の
奏
刀
（
印
刀
を
運
ぶ
こ
と
、
運

刀
と
も
い
う
）
が
、押
刀
（
お
し
と
う
、突
き
刀
・
衝
刀
と
も
い
う
）
と
引
刀
（
ひ

き
と
う
）
の
二
種
を
も
ち
い
て
刻
し
て
い
る
こ
と
（
第
２
点　

図
９
）
を
示
し

て
い
る
。

　

押
刀
は
印
刀
が
刻
者
自
身
か
ら
上
に
押
し
上
げ
る
よ
う
に
し
て
い
く
や
り
方

で
、
印
刀
が
比
較
的
垂
直
に
近
く
、
ま
た
印
刀
を
自
在
に
運
び
や
す
い
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
引
刀
は
印
刀
が
刻
者
自
身
に
む
か
っ
て
上
か
ら

引
き
下
げ
る
よ
う
に
し
て
い
く
や
り
方
で
、
印
刀
が
比
較
的
右
に
傾
斜
し
、
ま

た
印
刀
が
安
定
し
な
い
こ
と
か
ら
自
在
に
は
運
び
に
く
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

く
わ
え
て
印
刀
の
握
り
方
で
あ
る
が
、
筆
と
同
様
に
印
刀
に
対
し
て
指
ひ
と
つ

を
か
け
る
単
鉤
法
と
、
指
ふ
た
つ
を
か
け
る
双
鉤
法
が
あ
り
、
さ
ら
に
四
指
を

か
け
る
四
指
斉
頭
法
が
あ
る
。
ま
た
五
指
す
べ
て
握
る
握
刀
法
が
あ
る
。
以
上

の
奏
刀
に
つ
い
て
の
説
明
は
、
明
瞭
に
し
て
要
訣
を
得
た
松
丸
東
魚
氏
の
説

（「
印
の
刻
法
」　

二
玄
社
『
書
道
講
座
』
第
六
巻
所
収
）
に
し
た
が
っ
て
述
べ
た
。

中
国
で
は
〝
用
刀
十
三
法②
〟
が
篆
刻
の
書
籍
に
述
べ
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
紹

介
す
る
に
留
め
る
。

　

握
刀
法
は
刀
の
跡
が
深
く
刻
さ
れ
、
ま
た
線
に
も
カ
ケ
や
ワ
レ
な
ど
が
出
る

た
め
、
大
印
に
適
し
て
い
る
。
七
分
寸
ま
た
は
八
分
寸
程
度
の
大
き
さ
で
二
字

な
い
し
四
字
程
度
で
あ
れ
ば
、
単
鉤
法
ま
た
は
双
鉤
法
で
あ
ろ
う
。
鄧
石
如
の

場
合
も
、
単
鉤
法
ま
た
は
双
鉤
法
に
よ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
松
丸
氏
は
、

白
文
（
押
印
し
た
時
に
、
文
字
が
白
に
な
る
）
と
朱
文
（
押
印
し
た
時
に
、
文

字
が
朱
に
な
る
）
の
解
説
を
し
て
、
押
刀
の
み
に
よ
る
奏
刀
法
を
紹
介
し
て
い

る
（
図
８
）。
こ
れ
は
松
丸
氏
が
文
中
に
も
書
い
て
い
る
通
り
〝
私
自
身
の
方

法
を
伝
え
る
の
で
、
決
し
て
こ
れ
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
の
で
は
な
い
〟

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
読
者
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
、
ま
た
篆
刻
に
親
し
め
る
よ

う
に
述
べ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
と
推
量
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
鄧
石
如
の
朱
文

印
に
お
い
て
は
、
上
か
ら
下
へ
線
が
引
か
れ
る
場
合
は
、
右
辺
は
押
刀
（
図
の

実
線
矢
印
）
に
し
、
左
辺
は
引
刀
（
図
の
点
線
矢
印
）
に
し
て
い
る
。
ま
た
右

か
ら
左
へ
線
が
引
か
れ
る
場
合
は
、
下
辺
は
押
刀
に
し
、
上
辺
は
引
刀
に
し
て

い
る
。
こ
れ
は
篆
書
の
運
筆
と
同
様
に
、
奏
刀
も
行
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

（
第
３
点
）。
歡・
の
口・
（
図
版
の
右
側
の
口・
の
と
こ
ろ
）
の
Ｕ・
の
と
こ
ろ
が
左
か

ら
右
に
刀
の
切
れ
跡
（
〇
印
部
分
）
が
あ
る
の
も
、口・
の
篆
書
体
の
運
筆
に
従
っ

た
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
は
、
図
１
の
印
面
の
拡
大
画
像
に
あ
わ
せ
て
印
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影
を
参
考
と
し
て
掲
載
し
た
。
印
面
と
対
照
す
る
た
め
に
、
画
像
処
理
で
反
転

さ
せ
て
、
印
面
と
印
影
と
を
同
じ
よ
う
に
し
て
、
比
較
検
討
で
き
る
よ
う
に
し

た
。
印
影
で
は
漠
然
と
し
た
印
象
が
、
印
面
の
画
像
と
合
わ
せ
て
み
る
こ
と
で
、

よ
り
明
確
に
線
の
処
理
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

図
２
、
白
文
印
「
子
輿
」（
五
面
印
の
２
）
の
波
線
の
箇
所
も
、
運
筆
に
従
っ

た
た
め
に
曲
線
が
刀
を
当
て
な
が
ら
進
め
た
た
め
ギ
ザ
状
に
な
っ
て
い
る
。
印

影
で
見
る
限
り
は
キ
レ
イ
な
曲
線
で
あ
る
が
、
印
面
か
ら
は
は
っ
き
り
と
ギ
ザ

状
の
刀
痕
を
確
認
で
き
る
。

　

図
３
、
朱
文
印
「
一
日
之
跡
」
は
、
白
色
斜
線
の
箇
所
が
、
引
刀
の
と
こ
ろ

で
あ
る
。
白
色
斜
線
の
箇
所
は
、
印
刀
の
あ
た
り
の
角
度
が
斜
め
に
な
っ
て
い

る
こ
と
で
判
断
で
き
る
。
日
の
と
こ
ろ
は
黒
色
斜
線
の
箇
所
が
先
に
刻
さ
れ
て
、

つ
ぎ
に
白
色
斜
線
の
箇
所
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
印
刀
の
刃
先
が
深
く
は
い
っ
て

線
に
あ
た
っ
た
こ
と
か
ら
カ
ケ
が
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、朱
文
印
「
古
歡
」（
図

１
）
に
お
い
て
指
摘
し
た
（
第
１
点
）
と
同
様
で
、
印
面
に
お
け
る
底
面
処
理

を
印
刀
の
刃
先
で
平
面
に
整
え
て
い
る
が
、
朱
文
印
「
古
歡
」（
図
１
）
に
比

べ
て
、
そ
の
整
え
方
は
や
や
粗
雑
で
あ
る
。

　

図
４
、
白
文
印
「
銕
硯
山
房
圖
書
」（
両
面
印　

対
面
に
朱
文
印
「
家
在
四

靈
山
水
閒
」が
あ
る
）は
、黒
色
斜
線
の
箇
所
が
、引
刀
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
銕
・

硯
・
房
と
も
に
、黒
色
斜
線
の
箇
所
が
、印
刀
の
あ
た
り
の
角
度
が
斜
め
に
な
っ

て
い
る
こ
と
で
判
断
で
き
る
。
ま
た
篆
書
の
運
筆
に
従
い
、
右
か
ら
左
へ
運
ぶ

と
こ
ろ
の
下
辺
が
引
刀
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
他
の
印
と
同
様
で
あ
る
。
山・

の
縦
画
は
、
と
く
に
引
刀
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
図
版
の
右
の

▲
印
の
と
こ
ろ
の
右
辺
は
、
は
っ
き
り
と
引
刀
に
よ
っ
て
、
し
だ
い
に
手
元
に

引
き
な
が
ら
筆
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
上
か
ら
下
に
印
刀
が
運
ば
れ
て
い
る
の

が
確
認
で
き
る
。

　

図
５
、
朱
文
印
「
十
分
紅
處
便
成
灰
」
は
、
篆
刻
で
よ
く
述
べ
ら
れ
る
〝
白

文
印
は
線
を
太
く
し
て
満
白
（
印
面
に
朱
の
部
分
が
少
な
く
な
る
こ
と
）
の
表

現
が
望
ま
し
く
、
朱
文
は
線
を
細
く
し
て
、
押
印
時
に
印
泥
に
よ
っ
て
線
が
太

く
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
〟
と
は
異
な
る
表
現
で
あ
る
。
つ

ま
り
朱
文
で
あ
り
な
が
ら
、
線
が
太
く
残
さ
れ
て
、
筆
で
書
い
た
、
そ
の
ま
ま

を
印
に
写
し
こ
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
朱
文
印
で
あ
り
な
が
ら
筆
画

を
太
く
す
る
印
は
、
ほ
か
に
も
鄧
石
如
に
は
例
が
あ
っ
て
、
自
用
印
と
し
て
よ

く
使
わ
れ
た
朱
文
印「
家
在
龍
山
鳳
水
」（『
中
国
篆
刻
叢
刊
』第
二
二
巻
六
七
頁
）

や
朱
文
印
「
念
宛
齋
」（
同
一
一
一
頁
）・
朱
文
印
「
桃
江
漁
者
」（
同
一
一
一

頁
）
が
あ
る
。
朱
文
印
「
十
分
紅
處
便
成
灰
」
は
、
す
べ
て
曲
線
で
構
成
さ
れ

印
面
と
七
文
字
の
篆
書
体
が
絶
妙
に
布
字
さ
れ
て
い
て
、
十・
と
分・
は
組
み
込
ま

せ
る
こ
と
で
一
体
を
な
し
て
い
る
。
便・
の
攵・
の
と
こ
ろ
の
白
色
の
曲
線
の
箇
所

は
、
そ
の
三
つ
の
横
画
の
曲
線
の
調
和
の
見
事
さ
と
、
奏
刀
の
途
中
で
刀
を
入

れ
な
お
す
こ
と
な
く
一
刀
で
進
め
て
い
る
こ
と
（
第
四
点
）
に
は
驚
か
さ
れ
る
。

ま
た
十・
の
横
画
の
起
筆
部
分
は
隷
書
の
逆
筆
蔵
鋒
の
よ
う
に
し
て
、
横
画
の
中
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央
を
も
ち
あ
げ
て
湾
曲
し
て
い
る
。
と
く
に
注
意
し
た
い
の
は
辺
郭
の
処
理
で
、

長
方
形
の
印
材
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
辺
の
郭
線
を
文
字
に
し
た
が
っ

て
曲
線
を
作
り
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
印
面
右
の
辺
郭
も
中
央
を
か

な
り
〝
く
〟
の
字
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
辺
郭
の
処
理
へ
の
こ
だ
わ
り
は
、

鄧
石
如
に
お
け
る
印
文
と
辺
郭
が
印
面
を
構
成
す
る
う
え
で
非
常
に
意
識
さ
れ

た
技
法
で
あ
る
（
第
五
点
）。
ま
た
、朱
文
印
「
古
歡
」（
図
１
）
や
朱
文
印
「
一

日
之
跡
」（
図
３
）
に
お
い
て
指
摘
し
た
（
第
１
点
）
と
同
様
に
、
印
面
に
お

け
る
底
面
処
理
を
印
刀
の
刃
先
で
平
面
に
整
え
て
い
る
が
朱
文
印
「
古
歡
」（
図

１
）
に
比
べ
て
、
そ
の
整
え
方
は
や
や
粗
雑
で
あ
る
。

　

図
６
、
朱
文
印
「
江
流
有
聲
斷
岸
千
尺
」
は
、
図
６
の
朱
文
印
「
十
分
紅
處

便
成
灰
」
に
お
い
て
（
第
四
点
）
と
し
て
指
摘
し
た
内
容
と
同
様
で
、
図
版
に

加
え
た
有・
の
白
色
曲
線
の
箇
所
が
、
そ
の
六
つ
の
横
画
の
曲
線
の
調
和
の
見
事

さ
と
、
奏
刀
の
途
中
で
刀
を
入
れ
な
お
す
こ
と
な
く
一
刀
で
進
め
て
い
る
こ
と

は
、図
５
印
と
同
様
で
滞
り
の
な
い
奏
刀
で
あ
る
。
ま
た
、朱
文
印
「
古
歡
」（
図

１
）・
朱
文
印
「
一
日
之
跡
」（
図
３
）・
朱
文
印
「
十
分
紅
處
便
成
灰
」（
図
６
）

に
お
い
て
指
摘
し
た
（
第
１
点
）
と
同
様
に
、
印
面
に
お
け
る
底
面
処
理
を
印

刀
の
刃
先
で
平
面
に
整
え
て
い
る
が
、
朱
文
印
「
古
歡
」（
図
１
）
に
比
べ
て
、

そ
の
整
え
方
は
や
や
粗
雑
で
あ
る
。

　

図
７
、
朱
文
印
「
本
來
面
目
」
は
、
こ
れ
以
前
の
出
版
物
に
み
な
い
こ
と
か

ら
、『
鄧
石
如
書
法
篆
刻
全
集
』
天
津
人
民
美
術
出
版
社
（
２
０
０
５
）
に
お

い
て
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
下
巻
に
篆
刻
の
一
章
が
あ

り
、
そ
の
最
末
尾
の
三
六
四
頁
に
印
影
と
印
材
の
周
囲
四
面
に
わ
た
る
側
款
拓

影
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
書
三
三
二
頁
に
は
原
色
で
、
印
材
第
四
面

と
印
面
拡
大
の
写
真
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
図
７
に
白
色
点
線
を
加
筆
し
た
部

分
を
見
る
と
明
ら
か
に
、
線
の
上
辺
と
下
辺
に
ギ
ザ
状
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
く
に
面・
と
目・
に
あ
る
横
画
は
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
は
図
１
か
ら
図
６
ま
で
み

た
鄧
石
如
の
印
の
線
に
は
な
い
も
の
で
明
ら
か
に
奏
刀
法
が
異
な
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
印
の
底
面
の
処
理
も
印
刀
の
刃
先
で
平
面
に
整
え
た
も
の
で
は
な

く
凸
凹
状
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
周
囲
四
面
に
わ
た
る
側
款
（
図
版
省
略
）

は
行
書
を
主
に
し
て
草
書
を
交
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
筆
画
に
見
る
生
硬
さ
は

一
目
瞭
然
で
あ
る
。
く
わ
え
て
側
款
の
末
尾
の
文
章
に
〝
余
偕
同
里
劉
海
峰
公

之
曽
孫
小
航
君
來
白
下
勾
留
匝
月
、
適
迎
江
寺
僧
乞
余
書
楹
聯
十
四
字
、
以
石

章
報
我
、
三
生
有
幸
、
亦
大
可
證
翰
墨
前
縁
也
。
乙
丑
、
花
朝
日
。
鄧
完
白
氏

（
わ
た
し
鄧
石
如
は
、
同
郷
の
劉
海
峰
公
の
曽
孫
で
あ
る
小
航
君
と
と
も
に
白

下
よ
り
や
っ
て
き
て
滞
在
す
る
こ
と
ひ
と
月
あ
ま
り
に
な
る
。
迎
江
寺
に
い
く

と
、
僧
侶
が
わ
た
し
に
書
の
楹
聯
十
四
字
を
依
頼
し
て
き
た
。
そ
の
お
礼
に
と
、

わ
た
し
に
印
材
を
下
さ
れ
た
。
こ
れ
は
前
世
・
現
世
・
来
世
の
三
生
の
幸
で
あ

る
。
こ
れ
も
劉
海
峰
公
と
の
翰
墨
の
前
縁
の
大
い
な
る
証
と
い
う
べ
き
も
の
で

あ
ろ
う
）〟
と
あ
り
、
年
紀
の
〝
乙
丑
〟
は
嘉
慶
十
年
乙
丑
（
１
８
０
５
）
鄧

石
如
六
十
三
歳
の
二
月
十
五
日
に
あ
た
る
。
し
か
し
こ
の
日
、
雷
陽
（
安
徽
省
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望
江
県
）
の
署
齋
の
小
停
雲
館
に
お
い
て
、
篆
書
六
屏
（
拓
本
）
程
頤
『
非
禮

勿
言
箴
』「
伊
川
先
生
非
…
…
」（
款
識
「
嘉
慶
歳
次
乙
丑
、
華
朝
。
書
于
雷
陽

署
齋
之
小
停
雲
館
中
。
完
白
山
人
、
鄧
石
如
。」）
を
揮
毫
し
て
い
る
作
品
（
真

跡
は
確
認
で
き
ず
、
拓
本
に
よ
る
）
が
あ
る
。
鄧
石
如
は
、
こ
の
日
、
つ
ま
り

二
月
十
五
日
は
雷
陽
（
安
徽
省
望
江
県
）
に
滞
在
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
長

江
に
し
た
が
い
北
北
東
に
む
か
っ
て
迎
江
寺
の
あ
る
安
慶
ま
で
は
直
線
距
離
で

七
〇
キ
ロ
ほ
ど
も
離
れ
て
い
て
、
鄧
石
如
の
所
在
の
点
か
ら
も
内
容
に
矛
盾
が

あ
る
。
以
上
の
検
討
か
ら
、
朱
文
印
「
本
來
面
目
」
は
鄧
石
如
に
よ
る
も
の
と

確
定
す
る
要
素
は
、
全
く
な
い
と
考
え
て
よ
い
。

①
二
玄
社
『
中
国
篆
刻
叢
刊
』
第
二
三
巻
（
１
９
８
３
）
四
七
頁
所
載
。

② 

用
刀
十
三
法
に
つ
い
て
解
説
し
た
も
の
に
、北
川
博
邦
氏
が
邦
訳
し
た
婁
師
白
「
刀

法
を
語
る
」（
印
と
印
人
『
藝
林
叢
録
』
選
訳
Ⅰ　

二
玄
社　

所
収
）
が
あ
る
。

７
．�

奏
刀
法
か
ら
み
た
、
鄧
石
如
に
お
け
る
篆
刻
芸�

術
へ��

の
検
証

　

第
六
章
で
述
べ
た
鄧
石
如
の
篆
刻
に
お
け
る
奏
刀
法
の
特
徴
に
つ
い
て
前
段

で
ま
と
め
、
後
段
に
お
い
て
専
家
に
よ
る
鄧
石
如
の
篆
刻
へ
の
理
解
を
と
お
し

て
検
討
す
る
。

　

鄧
石
如
の
篆
刻
に
お
け
る
奏
刀
法
の
特
徴
―
特
徴
第
一
点
、
印
面
に
お
け
る

底
面
処
理
を
印
刀
の
刃
先
で
平
面
に
整
え
て
い
る
。
と
く
に
朱
文
印
に
お
い
て

は
刀
を
衝
き
い
れ
て
凸
凹
状
の
処
理
を
し
な
い
場
合
を
多
見
す
る
。

　

特
徴
第
二
点
、
押
刀
と
引
刀
の
二
種
を
も
ち
い
て
刻
し
て
い
る
こ
と
。

　

特
徴
第
三
点
、
篆
書
の
運
筆
と
同
様
に
、
奏
刀
も
行
っ
て
い
る
こ
と
。

　

特
徴
第
四
点
、
朱
文
印
に
お
い
て
、
奏
刀
の
途
中
で
刀
を
入
れ
な
お
す
こ
と

な
く
一
刀
で
進
め
て
い
る
場
合
が
見
ら
れ
る
。

　

特
徴
第
五
点
、
朱
文
印
に
お
い
て
、
印
文
と
辺
郭
が
印
面
を
構
成
す
る
う
え

で
非
常
に
意
識
さ
れ
た
処
理
法
を
と
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
白
文
印
に
お
い

て
も
文
字
を
辺
郭
に
か
け
て
文
字
を
大
き
く
見
せ
る
白
文
印
「
見
大
則
心
泰
禮

興
則
民
壽
」
な
ど
の
例
も
あ
っ
て
朱
文
印
に
限
定
し
た
こ
と
で
は
な
い
の
だ
が
、

朱
文
印
の
場
合
は
と
く
に
よ
く
理
解
で
き
る
。

　

鄧
石
如
の
篆
刻
へ
の
理
解
―
は
じ
め
に
、
直
接
に
鄧
石
如
を
指
導
し
た
程
瑤

田
（
１
７
２
５
―

１
８
１
４
）
の
評
語
を
引
用
す
る
。

…
…
鄧
石
如
は
、
小
篆
を
得
意
と
し
て
、
す
で
に
李
陽
冰
の
域
に
達
し
て

い
る
。
篆
刻
は
、何
震
や
蘇
宣
を
範
と
し
て
学
ん
で
い
る
。
わ
た
く
し（
程

瑤
田
）
が
見
る
か
ぎ
り
、
こ
う
し
た
人
物
は
め
っ
た
に
い
な
い
。
そ
の
作

品
は
、
と
き
に
元
人
の
作
品
と
見
間
違
う
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
の
剛
健
と
婀

娜
に
よ
る
篆
刻
表
現
は
鄧
石
如
だ
け
の
得
意
の
表
現
で
あ
る
。
秦
篆
や
漢

隷
は
、
ま
だ
十
分
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
は
年
を
重
ね
て

十
分
な
の
で
、
す
ぐ
に
習
得
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
（
原
文
中
国
語
・
遠
藤
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訳　

翟
云
升
に
あ
て
た
書
簡
の
語
）
…
…
。

乾
隆
四
十
六
年
（
１
７
８
１
）、
程
瑤
田
五
十
七
歳
の
評
語
で
あ
る
。
鄧
石

如
、
三
十
六
歳
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
、
鄧
石
如
に
は
篆
書
立
幅
『
周
易
』

（
上
経
・
謙
）
が
あ
る
。
書
風
は
ま
だ
玉
箸
篆
（
玉
筯
篆
と
も
い
う
）
で
あ
り
、

後
年
の
鄧
石
如
の
得
意
と
し
た
小
篆
様
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
前
年
の
乾
隆

四
十
五
年
（
１
７
８
０
）
の
印
に
、梅
鏐
の
た
め
に
刻
し
た
朱
文
印
「
半
千
閣
」・

朱
文
印
「
清
素
堂
」
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
玉
箸
篆
を
基
調
と
し
た
印

風
で
あ
る
。
剛
健
婀
娜
と
は
、
男
性
的
な
力
強
さ
と
、
女
性
的
な
し
な
や
か
さ

で
、
こ
れ
を
あ
わ
せ
持
っ
た
意
で
あ
る
。
蘇
軾
（
１
０
３
６
―

１
１
０
１
）
の

詩
（「
次
韻
子
由
論
書
」　
『
蘇
東
坡
詩
集
』
三
巻　

所
収
）
に
〝
端
荘
雑
流
麗
、

剛
健
含
婀
娜
（
端
荘
は
流
麗
を
ま
じ
え
、
剛
健
は
婀
娜
を
ふ
く
む
）〟
の
語
が

あ
る
、
ま
た
清
末
の
曾
国
藩
（
１
８
１
１
―

１
８
７
２
）
に
は
〝
書
と
い
う
も

の
は
、
剛
健
と
阿
娜
の
二
つ
が
必
要
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か
も
欠
く
こ
と
は
で
き

な
い
（
原
文
中
国
語
・
遠
藤
訳　
『
曾
文
正
公
日
記
』）〟
と
い
う
文
言
が
あ
る
。

程
瑤
田
の
も
ち
い
た
〝
剛
健
婀
娜
〟
は
蘇
軾
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、

格
別
に
意
味
を
持
た
せ
た
言
い
回
し
で
は
な
く
、
ふ
つ
う
に
用
い
ら
れ
た
語
彙

と
思
わ
れ
る
。
芸
術
に
お
い
て
、
方
円
・
直
曲
・
柔
剛
な
ど
相
反
す
る
二
面
を

挙
げ
て
説
明
す
る
や
り
か
た
は
常
套
で
あ
る
。

　

つ
ぎ
に
鄧
石
如
に
は
直
接
指
導
を
受
け
て
い
な
い
が
、
そ
の
嫡
伝
の
弟
子
と

言
わ
れ
る
呉
煕
載
の
評
語
を
引
用
す
る
。

…
…
わ
た
く
し
（
呉
煕
載
）
が
愚
考
す
る
に
、
篆
刻
は
老
実
で
あ
る
こ
と

が
理
想
で
あ
る
。
譲
頭
舒
足
が
、
望
ま
し
い
。
漢
碑
の
文
字
表
現
を
篆
刻

に
と
り
入
れ
た
の
は
、
鄧
石
如
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
鄧
石
如
の
功
績
は
不
滅
な
の
で
あ
る
（
原
文
中
国
語
・
遠
藤

訳　
『
趙
撝
叔
印
譜
』
呉
煕
載
題
跋
）
…
…

同
治
二
年
（
１
８
６
３
）、
呉
煕
載
六
十
五
歳
の
評
語
で
あ
る
。〝
譲
頭
舒
足
〟

の
典
拠
を
見
出
せ
な
い
が
、
呉
煕
載
題
跋
に
い
う
〝
譲
頭
舒
足
、
爲
多
事
〟
と

は
〝
老
実
〟
を
説
明
し
た
も
の
で
、
壮
年
期
の
小
乗
の
完
成
よ
り
も
晩
年
の
大

成
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
呉
煕
載
は
、
鄧
石
如
の
篆
刻
に
つ
い
て
、
漢
碑
の
筆

意
を
印
に
取
り
入
れ
た
こ
と
を
最
大
の
特
徴
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
こ
こ
に
日
本
で
初
め
て
鄧
石
如
を
本
格
的
に
取
り
上
げ
て
先
駆
を
な

し
、
画
期
的
な
論
文
を
残
し
た
西
川
寧
（
１
９
０
２
―

１
９
８
９
）
氏
を
紹
介

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
西
川
氏
に
は
、
そ
の
著
作
集
で
あ
る
『
西
川

寧
著
作
集
』
第
三
巻
（
二
玄
社
）
に
九
種
の
論
考
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
鄧
石
如
の
人
物
や
書
に
つ
い
て
の
詳
述
は
あ
る
も
の
の
、
鄧
石
如
の
印
譜
に

つ
い
て
の
話
柄
を
除
い
て
、
鄧
石
如
の
篆
刻
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
言
及
は
き

わ
め
て
少
な
い
。
以
下
に
、
そ
の
短
句
を
載
せ
て
お
く
。

…
…
印
人
と
し
て
完
白
が
清
朝
の
印
史
に
没
す
べ
か
ら
ざ
る
足
跡
を
留
め

た
事
は
今
更
呶
々
を
要
せ
ぬ
（
西
川
寧
「
完
白
山
民
が
事
ど
も
」
―
山
民

の
印
譜
―　
『
書
道
』
第
五
巻
第
八
号　

所
収
）
…
…
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昭
和
十
一
年
（
１
９
３
６
）
に
発
表
さ
れ
た
、
西
川
氏
三
十
五
歳
の
文
章
で
あ

る
。
呶
々
（
ド
ウ
ド
ウ
）
と
は
、
口
や
か
ま
し
く
言
う
さ
ま
の
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
し
て
篆
刻
家
ま
た
古
印
研
究
家
と
し
て
近
現
代
の
印
壇
を
代
表
す
る
小
林

斗
盦
（
１
９
１
６
―

２
０
０
７
）
氏
の
見
解
は
、
徽
派
と
浙
派
を
俯
瞰
し
、
当

時
の
印
壇
の
趨
勢
を
端
的
に
表
現
し
て
、
さ
ら
に
鄧
石
如
の
存
在
意
義
に
つ
い

て
明
確
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
。

…
…
周
知
の
ご
と
く
、
篆
刻
界
は
、
明
に
は
じ
ま
る
徽
派
、
乾
隆
に
は
じ

ま
る
浙
派
に
大
別
さ
れ
、
多
く
の
名
手
を
輩
出
し
た
が
、
そ
の
両
宗
の
志

向
す
る
と
こ
ろ
は
漢
印
復
古
に
あ
っ
た
。
そ
れ
を
い
か
に
印
面
に
表
現
す

る
か
に
か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
完
白
山
人
鄧
石
如
の
出
現
は
、

印
壇
に
と
っ
て
革
命
的
で
あ
っ
た
。
秦
篆
を
現
代
に
復
活
さ
せ
た
書
業
を

直
ち
に
印
に
と
り
入
れ
、
生
の
筆
意
を
そ
の
ま
ま
鉄
筆
に
移
す
こ
と
に
成

功
し
た
。
書
表
現
と
刻
技
を
直
結
さ
せ
、
印
の
多
様
化
の
素
地
を
拓
い
た

の
で
あ
る
（「
呉
譲
之
の
芸
術
」
―
篆
刻
と
印
譜
―　

謙
慎
書
道
会
『
呉

譲
之
の
書
画
篆
刻
』
二
玄
社　

所
収
」）
…
…

昭
和
五
十
三
年
（
１
９
７
８
）
に
発
表
さ
れ
た
、
小
林
氏
六
十
三
歳
の
文
章
で

あ
る
。

　

最
後
に
、
香
港
に
在
住
し
た
篆
刻
家
で
あ
り
研
究
者
と
し
て
も
高
名
な
馬
国

権
（
１
９
３
１
―

２
０
０
２
）
氏
の
見
解
を
引
用
す
る
。

…
…
石
如
の
印
芸
は
絶
え
ず
発
展
進
歩
を
遂
げ
て
き
た
。
ま
ず
は
、
彼
自

身
の
篆
書
に
よ
る
影
響
で
あ
る
。
石
如
の
篆
書
は
、
初
期
で
は
李
陽
氷ママ
を

宗
と
し
た
が
、
後
に
石
鼓
文
・
漢
の
碑
額
及
び
諸
々
の
漢
篆
碑
刻
の
体
勢

筆
意
を
融
合
し
、
気
韻
風
采
が
と
も
に
横
溢
し
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
斬

新
な
面
貌
を
も
っ
て
印
の
中
に
移
入
し
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
用
刀
の
方

面
に
お
い
て
は
、
何
雪
漁
の
長
切
の
法
を
衝
刀
に
改
め
、
か
つ
披
刀
を
加

え
て
補
助
と
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
線
條
は
渾
厚
樸
茂
の
感
を
増
し
た
。
こ

れ
は
彼
の
同
郷
の
先
輩
程
邃
の
刻
り
方
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
惜

し
い
こ
と
に
、
側
款
に
年
記
を
留
め
た
作
品
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
の
で
、

石
如
の
印
芸
の
発
展
過
程
を
順
序
づ
け
る
こ
と
は
甚
だ
難
し
い
（「
鄧
石

如
の
生
涯
と
そ
の
篆
刻
芸
術
」　
『
中
国
篆
刻
叢
刊
』
第
二
十
二
巻　

二
玄

社　

所
収
）
…
…

原
文
は
中
国
語
で
書
か
れ
、
林
宏
作
氏
の
邦
訳
で
あ
る
。
昭
和
五
十
九
年

（
１
９
８
４
）、
馬
氏
五
十
四
歳
の
論
考
で
あ
る
。
文
中
の
何
雪
漁
は
、
何
震

（
１
５
２
２
―

１
６
０
４
）
の
こ
と
で
あ
る
。
程
邃
（
１
６
０
５
―

１
６
９
１
）

は
明
末
の
篆
刻
家
で
あ
る
。

　
（
補
説
―
何
震
と
程
邃
に
つ
い
て
）
芸
術
し
て
の
篆
刻
は
、文
彭
（
１
４
８
９

―

１
５
７
３
）
に
始
ま
る
。
文
彭
は
、
蘇
州
に
活
躍
し
た
当
代
随
一
の
文
人

で
あ
る
文
徴
明
（
１
４
７
０
―

１
５
５
９
）
の
長
男
で
あ
っ
た
。
文
彭
の
弟
子

で
あ
り
、
の
ち
に
〝
文
何
〟
と
並
び
称
さ
れ
て
、
篆
刻
家
の
尊
敬
を
一
身
に

集
め
た
の
が
、
明
朝
後
期
の
嘉
靖
か
ら
万
暦
年
間
に
活
躍
し
た
何
震
（
？
―
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１
６
２
６
頃
）
で
あ
る
。
明
朝
末
期
、同
じ
く
安
徽
省
出
身
の
蘇
宣
（
１
５
５
３

―

？
）・
朱
簡
（
１
５
７
０
頃
―

？
）・
汪
關
（
１
５
７
５
―

？
）・
汪
泓
（
生
没
年

不
詳
）
な
ど
の
印
人
が
活
躍
し
た
。
ま
た
程
邃
（
１
６
０
５
―

１
６
９
１
）
な

ど
の
後
継
者
が
出
た
こ
と
か
ら
、〝
呉
門
〟
に
と
っ
て
か
わ
り
、〝
徽
派
（
ま
た

は
皖
派
・
新
安
派
）〟
と
呼
ば
れ
て
篆
刻
界
の
主
流
に
な
っ
た
。
呉
と
は
文
彭

の
一
門
が
活
躍
し
た
蘇
州
の
古
称
で
あ
り
、
徽
・
皖
・
新
安
は
安
徽
省
と
そ
の

地
域
の
古
称
で
あ
る
。

　
（
補
説
―
程
邃
の
鄧
石
如
へ
の
影
響
に
つ
い
て
）
本
誌
『
大
東
書
道
研
究
』

第
一
九
号
の
小
稿
「
鄧
石
如
の
篆
刻
に
お
け
る
先
人
の
影
響
」
に
お
い
て
、
以

下
の
鄧
石
如
に
お
け
る
摸
刻
印
を
指
摘
し
た
。

・
梁
袠
印
の
摸
刻
は
四
件
（「
一
日
之
跡
」「
折
芳
馨
兮
遺
所
思
」「
清
素
堂
」「
西

湖
漁
隱
」）

・
甘
畼
印
の
摸
刻
は
二
件
（「
聊
浮
游
以
逍
遙
」「
太
羹
玄
酒
」）

・
丁
敬
印
の
摸
刻
は
一
件
（「
新
篁
補
舊
林
」）

・
呉
迥
印
の
摸
刻
は
一
件
（「
被
明
月
兮
佩
寶
璐
駕
青
虯
兮
驂
白
螭
」）

・
何
震
印
の
摸
刻
は
一
件
（「
承
學
堂
」）

・
許
容
印
の
摸
刻
は
一
件
（「
一
肚
不
合
時
宜
」）

　

こ
こ
に
見
る
よ
う
に
、
前
述
に
お
い
て
馬
氏
が
指
摘
す
る
程
邃
の
影
響
と
し

て
鄧
石
如
の
摸
刻
の
印
例
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

　

鄧
石
如
の
篆
刻
に
お
け
る
奏
刀
の
ま
と
め
―
―
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
諸
家
の

鄧
石
如
の
篆
刻
に
お
け
る
奏
刀
の
見
解
を
総
攬
す
る
と
、
小
林
氏
と
馬
氏
の
見

解
が
明
瞭
を
極
め
て
い
る
。

　

小
林
氏
は
、
秦
篆
を
現
代
に
復
活
さ
せ
た
書
業
を
直
ち
に
印
に
と
り
入
れ
、

生
の
筆
意
を
そ
の
ま
ま
鉄
筆
に
移
し
た
こ
と
①
、
書
表
現
と
刻
技
を
直
結
さ
せ
、

印
の
多
様
化
の
素
地
を
拓
い
た
こ
と
②
の
二
点
を
指
摘
に
し
て
い
る
。

　

馬
氏
は
、
用
刀
に
お
い
て
何
震
の
長
切
の
法
を
衝
刀
に
改
め
、
こ
れ
に
披
刀

を
加
え
て
線
條
は
渾
厚
樸
茂
の
感
を
増
し
た
こ
と
③
、
こ
の
こ
と
は
同
郷
の
先

輩
で
あ
る
程
邃
の
刻
法
を
参
考
に
し
た
こ
と
④
の
二
点
を
指
摘
に
し
て
い
る
。

８�

．
鄧
石
如
の
篆
刻
に
お
け
る
印
面
拡
大
図
版
と
専�

家
の
見
解
の
検
証

　

小
林
氏
と
馬
氏
の
見
解
は
四
点
に
集
約
し
た
が
、
④
に
つ
い
て
は
、
程
邃
の

篆
刻
作
品
の
印
面
が
な
い
こ
と
か
ら
比
較
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、

こ
こ
で
は
省
く
こ
と
に
す
る
。

　

検
討
す
る
見
解
は
三
点
で
あ
る
、
秦
篆
を
現
代
に
復
活
さ
せ
た
書
業
を
直
ち

に
印
に
と
り
入
れ
、
生
の
筆
意
を
そ
の
ま
ま
鉄
筆
に
移
し
た
こ
と
①
、
書
表
現

と
刻
技
を
直
結
さ
せ
、
印
の
多
様
化
の
素
地
を
拓
い
た
こ
と
②
、
用
刀
に
お
い

て
何
震
の
長
切
の
法
を
衝
刀
に
改
め
、
こ
れ
に
披
刀
を
加
え
て
線
條
は
渾
厚
樸

茂
の
感
を
増
し
た
こ
と
③
で
あ
る
。

　

見
解
第
一
点
、
秦
篆
を
現
代
に
復
活
さ
せ
た
書
業
を
直
ち
に
印
に
と
り
入
れ
、
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生
の
筆
意
を
そ
の
ま
ま
鉄
筆
に
移
し
た
こ
と
は
、（
印
面
の
拡
大
図
版
か
ら
み

た
特
徴
第
三
点
）
篆
書
の
運
筆
と
同
様
に
、
奏
刀
も
行
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
と
指
摘
し
た
こ
と
一
致
す
る
。
ま
た
（
特
徴
第
二
点
）
押
刀
と
引
刀
の
二
種

を
も
ち
い
て
刻
し
て
い
る
こ
と
も
生
の
筆
意
を
そ
の
ま
ま
鉄
筆
に
移
す
た
め
の

奏
刀
の
方
法
で
あ
る
。

　

見
解
第
二
点
、
書
表
現
と
刻
技
を
直
結
さ
せ
、
印
の
多
様
化
の
素
地
を
拓
い

た
こ
と
は
、
印
面
の
拡
大
図
版
か
ら
指
摘
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

見
解
第
三
点
、
用
刀
に
お
い
て
何
震
の
長
切
の
法
を
衝
刀
に
改
め
、
こ
れ
に

披
刀
を
加
え
て
線
條
は
渾
厚
樸
茂
の
感
を
増
し
た
こ
と
は
、（
特
徴
第
四
点
）

と
く
に
朱
文
印
に
お
い
て
、
奏
刀
の
途
中
で
刀
を
入
れ
な
お
す
こ
と
な
く
一
刀

で
進
め
て
い
る
場
合
が
見
ら
れ
る
こ
と
と
、（
特
徴
第
二
点
）
押
刀
と
引
刀
の

二
種
を
も
ち
い
て
刻
し
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
変
遷
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
指
摘
か
ら
判
断
す
る
と
朱
文
印
「
十
分
紅
處
便
成
灰
」（
図
５
）
と
朱

文
印
「
江
流
有
聲
斷
岸
千
尺
」（
図
６
）
は
比
較
的
早
期
の
も
の
で
あ
り
、
朱

文
印
「
古
歡
」（
図
１
）
白
文
印
「
子
輿
」（
図
２
）・
朱
文
印
「
一
日
之
跡
」（
図

３
）・
白
文
印
「
銕
硯
山
房
圖
書
」（
図
４
）
は
奏
刀
の
変
遷
を
へ
た
後
の
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
取
り
上
げ
た
印
の
な
か
で
、
刻
年
が
判
明
し
て
い
る
の

は
朱
文
印
「
江
流
有
聲
斷
岸
千
尺
」
だ
け
で
乾
隆
四
十
八
年
癸
卯
（
１
７
８
３
）、

鄧
石
如
四
十
一
歳
の
作
で
あ
る
。
ほ
か
は
す
べ
て
、
刻
年
不
詳
の
作
で
あ
る
。

９
．
結
語

　

小
稿
で
検
討
し
た
、
新
資
料
で
あ
る
鄧
石
如
の
印
材
印
面
の
拡
大
図
版
は
、

鄧
石
如
篆
刻
の
形
成
発
展
を
確
認
す
る
う
え
で
、
何
よ
り
の
判
断
基
準
と
な
る

こ
と
論
じ
た
。
鄧
石
如
の
篆
刻
作
品
の
印
面
拡
大
図
版
を
集
め
て
、
そ
の
内
容

を
検
討
し
奏
刀
法
か
ら
年
代
の
変
遷
を
論
じ
て
、
鄧
石
如
篆
刻
芸
術
の
形
成
発

展
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
も
の
は
従
来
に
な
い
も
の
で
、
小
稿
が
最
初
の
も

の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
再
び
馬
国
権
氏
の
指
摘
を
思
い
起
こ
し
て
み
る
。

…
…
側
款
に
年
記
を
留
め
た
作
品
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
の
で
、
石
如
の

印
芸
の
発
展
過
程
を
順
序
づ
け
る
こ
と
は
甚
だ
難
し
い
（「
鄧
石
如
の
生

涯
と
そ
の
篆
刻
芸
術
」　
『
中
国
篆
刻
叢
刊
』
第
二
十
二
巻　

二
玄
社　

所

収
）
…
…

と
い
う
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
に
解
決
の
糸
口
を
さ
ぐ
る
の
は
、
印
面
の
拡
大
印

影
は
何
よ
り
の
手
掛
か
り
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
印
譜
に
載
せ
ら
れ
た

印
影
か
ら
の
判
断
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
は
、
小
林
斗
盦
氏
が
『
中
国
篆
刻
叢

刊
』
第
二
十
二
巻
の
解
説
に
あ
る
と
お
り
で
あ
る
。

　

今
後
の
研
究
の
展
開
と
し
て
は
、
従
来
か
ら
よ
く
知
ら
れ
た
鄧
石
如
の
印
譜

に
あ
る
印
材
が
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
印
面
の
刀
痕
こ
そ
が
、
あ

た
ら
し
い
鄧
石
如
の
篆
刻
の
形
成
発
展
を
裏
付
け
る
こ
と
に
な
る
。
印
面
の
拡
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大
印
影
が
集
め
ら
れ
て
、
さ
ら
に
多
く
の
検
討
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。

　

今
年
、
平
成
二
十
五
年
（
２
０
１
３
）
は
、
鄧
石
如
生
誕
二
百
七
十
年
紀
念

の
佳
歳
に
あ
た
る
。
わ
が
国
で
は
、
東
京
国
立
博
物
館
と
台
東
区
立
書
道
博
物

館
の
連
携
企
画
と
し
て
『
清
時
代
の
書
―
碑
学
派
―
鄧
石
如
生
誕
二
百
七
十
年

記
念
』が
開
催
さ
れ
て
、鄧
石
如
の
業
績
が
顕
彰
さ
れ
て
い
る
。思
え
ば
稿
者（
遠

藤
）
が
、
鄧
石
如
故
居
と
墓
所
を
中
国
安
徽
省
安
慶
市
郊
五
横
郷
に
訪
ね
た
平

成
二
十
年
（
２
０
０
８
）
十
月
は
、鄧
石
如
生
誕
二
百
六
十
五
年
の
佳
歳
で
あ
っ

た
。
十
月
八
日
快
晴
、
安
慶
市
の
菱
湖
公
園
内
に
あ
る
鄧
石
如
碑
館
に
お
い
て
、

盛
大
に
『
紀
念
鄧
石
如
誕
辰
二
百
六
十
五
周
年
』
開
会
の
儀
式
が
行
わ
れ
て
い

た
記
憶
が
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
蘇
る
。
小
論
が
、
鄧
石
如
生
誕
二
百
七
十
年

紀
念
の
佳
歳
に
い
さ
さ
か
の
留
念
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

な
お
、
参
考
文
献
に
つ
い
て
は
、
文
中
に
明
記
し
た
の
で
重
複
を
避
け
て
再

掲
し
な
い
。

（
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
稿
）
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図
１　
「
古
歓
」
印
面
（
拡
大
）

「
古
歓
」
印
影
（
拡
大
）
の
反
転

図
２　
「
子
輿
」
印
面
の
拡
大

「
子
輿
」
印
影
（
拡
大
）
の
反
転
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図
３　
「
一
日
之
跡
」
印
面
の
拡
大　

　
「
一
日
之
跡
」
印
影
（
拡
大
）
の
反
転
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図
４　
「
銕
硯
山
房
圖
書
」
印
面
の
拡
大

「
銕
硯
山
房
圖
書
」
印
影
（
拡
大
）
の
反
転
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図
５　
「
十
分
紅
處
便
成
灰
」
印
面
の
拡
大

「
十
分
紅
處
便
成
灰
」
印
影
（
拡
大
）
の
反
転
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「江流有聲斷岸千尺」印影（拡大）の反転

「本来面目」印影（拡大）の反転

図６「江流有聲斷岸千尺」印面の拡大

図７　「本来面目」印面の拡大
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図８　松丸氏の解説による奏刀法

図10

図11　小林斗盦『初学篆刻入門』より

図９　鄧石如の奏刀法

鋭
角
刀

鈍
角
刀


